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まえがき 

本工法は、2002 年 12 月に、日本建築センターの一般評定を取得した鹿島建設の「キ

ャプリングパイル工法（杭頭半固定工法）」の拡張タイプです。場所打ち杭用に、引張

り抵抗機能も有し、大口径まで適用可能とする為、共研体制を組み、2004 年 4 月に共同

研究開発に着手し、構造実験・施工実験等を実施し、「キャプテンパイル工法」として

設計・施工システムを確立させ、2005 年 12 月に、一般評定を取得しました。 

注）共研体制は、以下の 10 社で構成されています。 

鹿島建設㈱、㈱奥村組、五洋建設㈱、戸田建設㈱、飛島建設㈱、西松建設㈱、 

㈱長谷工コーポレーション、松井建設㈱、三井住友建設㈱、高周波熱錬㈱

■ 開発の背景

杭頭半固定工法は、従来型の固定工法と比較して、地震時の杭頭曲げモーメントを低

減し、杭材の損傷も少なくでき、耐震性向上も図れるという特長があり、すでに他社に

て、いくつかの杭頭半固定工法が開発されており、実用に供されています。本工法の共

研提案者の鹿島は、既評定取得の杭頭半固定工法「キャプリングパイル工法」で、既製

杭を主に実績をあげています。 

今回、共研として開発・実用化を図る目的は、10社のノウハウを引き出し、オリジナ

ルの「キャプリングパイル工法」をベ－スに、追加機能を付加し、引抜き力にも抵抗出

来、適用範囲も広げ、より合理的な場所打ち杭用杭頭半固定工法を確立することでした。 

■ キャプテンパイル工法（略称：CTP 工法）概要

コンクリート製のリング（ＰＣリングと呼ぶ）を杭頭に被せ、杭と基礎とを接合する

工法です。このＰＣリングを介して地震時に生じる上部構造からのせん断力を杭に伝達

させます。杭頭を半固定状態とすることで、杭頭に集中する地震時の応力が緩和できる

ため杭材の損傷を軽減できるだけではなく、杭や基礎梁等のコスト低減が図れます。必

要に応じて、引張力抵抗用に、杭頭部に引張定着筋を配筋します。 

キャプテンパイル工法概念図

緩衝材(発泡ポリエチレン) 



■ 適用範囲

・本工法を採用する場合の建物についての制限は特にありません。 

1. 建物規模（階数・面積） 

2. 建物形状（整形・不整形） 

3. 構造種別（S造・RC造・SRC 造等） 

これらについては、何ら制限は設けておりません。 

・本工法を適用する杭仕様は以下の通りとなっています。 

1. 杭種：場所打ちコンクリート杭 または 場所打ち鋼管コンクリート杭 

2. 杭径：800mm～3000mm ※

※正会員（評定取得者）以外の設計及び施工は 800mm～2500mm 

尚、杭体のコンクリ－ト強度は、Fc≧21N/mm2（RC 規準、JASS5 に準ずる）とし、同

一建物で、杭頭接合工法として、本工法と在来一般工法を併用することも可能です。

■ 施工手順

標準施工であるシ－ス方式（引張定着筋の設置）につき、①～⑥の手順を示します。 

    ①            ②             ③ 

     ④            ⑤             ⑥ 

① 杭鉄筋を組立て、引張定着筋用のシースをカゴ筋に挿入する。 

② 杭鉄筋（シース装着）を落とし込み、杭体のコンクリートを打設する。 

③ 杭頭部をはつり、所定の杭天端レベルまで整形する。 

④ ＰＣリングを設置し、ＰＣリング外周面に側面緩衝材を取り付ける。 

⑤ 杭頭部モルタル・シース内グラウトを打設し、引張定着筋をシースに挿入する。 

⑥ 杭頭モルタル硬化後、杭頭部絞り用の上面緩衝材を設置する。 



本工法の実施に当たっては、「キャプテンパイル協会」が、サポ－トをします。 

計画段階から実施に至るまでの様々な検討についてのアドバイスを行ないます。 

当面は、案件毎の対応になるかと思いますが、近い将来は、準会員としての協会 

加入を視野に入れており、体制構築を進めています。 

本工法についてのお問い合わせは、協会事務局まで、お願いいたします。 

2006 年 4月 1 日 

キャプテンパイル協会 

設計・施工マニュアル改訂にあたって 

本工法の一般評定を 2005 年 12 月に日本建築センターより取得してから今日まで施

工実績は約 30 件、使用杭本数で約 1000 本に達しました。その間、2007 年度には準会

員、賛助会員として下記の 12 社が参画し、キャプテンパイル協会の参加会社は総勢 22

社となりました。 

準会員：㈱淺沼組､㈱植木組､大末建設㈱､鉄建建設㈱､東亜建設工業㈱､東急建設㈱､㈱福田組､ 

㈱穴吹工務店、㈱ナカノフドー建設 

賛助会員：㈱富士ピー･エス､宇部興産㈱､㈱伊藤製鐵所  

現在の設計・施工マニュアルは日本建築センターの評定図書からの抜粋で構成されて

おり、内容的に説明不足の部分が散見され、当初からマニュアル解説版の発行が望まれ

ていました。今回のマニュアル改訂にあたって設計者および施工者に解りやすい表現と

することを念頭に、本工法の設計・施工両面に対し今日までの使用経験から得られた知

見を反映させることとしました。なお、設計法については 2006 年 10 月に「評定報告書

（追加資料）」を日本建築センターより取得しましたので、杭頭半固定の評価法をより

正確に理解できるようになりました。また、説明上足りない部分には丁寧に解説を加え

ることとしました。施工法については協会に蓄積された施工改善情報シートの中から一

般性がありかつ施工改善につながる工法も取り込みました。 

 今回の改訂により、「キャプテンパイル工法」を設計者および施工者が充分理解し、

本マニュアルが愛用されより良い場所打ち杭の杭頭半固定工法が普及することを希望

いたします。 

2008 年 10 月 1日 

キャプテンパイル協会 



設計・施工マニュアル改訂第３版にあたって 

本工法の一般評定を 2005 年 12 月に(財)日本建築センターより取得して５年が経過

し、評定書の更新を 2010 年 7 月に完了しました。 

改訂第３版は主に評定更新に伴う変更箇所を取り入れて編集しました。 

主な改訂は以下の通りとなっております。 

１．杭頭接合タイプ区分Ⅳ（引張定着筋無し、絞り部無し）は従来キャプリングパイ

ル工法であるが、広義の定義としてＣＴＰ工法に包含しておりました。今回の更

新ではタイプ区分ⅣもＣＴＰ工法として定義されましたので、ＣＴＰ工法の杭頭

接合タイプはⅠ～Ⅳの４タイプとなりました。 

２．杭体コンクリートの設計基準強度Ｆc については、評定取得当初の評定書には使

用材料としては 21N/㎜ 2≦Ｆc、設計基準としては 21N/㎜ 2≦Ｆc≦36 N/㎜ 2と表

記されていましたが、今回の評定更新で使用材料および設計基準いずれも 

“21N/㎜ 2≦Ｆc（RC 規準、JASS5 に準ずる）”と訂正されました。従って本改訂

版は評定更新後の記述通りとしました。 

３．ＰＣリングと杭体との重なり代は杭のせん断力をＰＣリングからパイルキャップ

へ伝える上で本工法の重要な役割を持ちます。今回の改訂では重なり代を従来の

規定値よりも更に 20 ㎜大きく取り、杭頭接合部の力の伝達をより確実なものと

しました。 

４．ＰＣリング定着筋の配筋本数、定着長について施工性の向上を図るために詳細な

検討を行い見直しました。その成果を今回取り入れた結果、配筋本数、定着長共

に従来よりも少なくすることが出来ました。 

今回の改訂は評定取得後５年の間に蓄積された本工法の改良･改善を評定更新に反映

させた結果を取り入れております。今後ますますキャプテンパイル工法をご採用頂ける

ことを期待しております。 

2011 年 4月 1 日 

キャプテンパイル協会 



設計・施工マニュアル改訂第４版発行にあたって 

2015 年 7月、本工法の２回目の一般評定更新が（財）日本建築センターより認証さ

れ、これを機に、設計･施工マニュアル第３版を改訂しました。 

改訂第４版は評定更新の内容を取り込み編集しました。主な改訂箇所は以下のとお

りです。 

１．ＰＣリング仕様を見直しました。従来のＰＣリングは主に工場で製作されてい

ましたが、工場と施工現場どちらでも使える専用型枠を使って製作できるよう

にしました。 

２．杭頭処理後に設置していた杭頭追加フープは従来 1.5 巻の単筋フープでした

が、フープの評定が更新され、1巻で良いようになりました。したがって、今

後の標準仕様は 1 巻としました。 

３．ＰＣリング下端の空隙を確保し、ＰＣリング内外からのシースグラウト材やモ

ルタル等の流入を防ぐために、従来はＰＣリング下端にバックアップ材などを

設置し、硬練りモルタルで根巻きを行ってきました。 

この方法は雨天時の施工性が悪く工程上のネックとなっていましたが、ＰＣリ

ングの下端に 60～80 ㎜の発泡ウレタンを設置し、ＰＣリングの重みで圧縮する

ことでモルタル等の流入を防ぐことができるようになり、今後の標準施工とし

ました。 

４．施工精度管理値の管理項目を一つ減らしました。杭頭レベル（杭頭部モルタル

天端）の管理値として、従来ＰＣリング天端からの寸法と下端からの寸法の両

方の管理項目があり、重複していました。改訂後は杭体とＰＣリングの掛かり

代を明確に把握できる、ＰＣリング下端からの管理項目のみとしました。 

５．ＰＣリング左右の天端レベル差の許容値は、杭径の大小に関わらず一律 20 ㎜で

したが、杭径 2100φ～3000φの場合を変更しました。変更後の左右の天端レベ

ル差は、杭径 800φ～2000φまでは 20 ㎜、2100φ～3000φまでは 30 ㎜としま

した。 

キャプテンパイル工法をより使い易い工法にするために、本設計・施工マニュアル

についてお気づきの点があれば、ご指摘をお願いいたします。 

2016 年 4月 1 日 

キャプテンパイル協会 



設計・施工マニュアル改訂第５版発行にあたって 

2020 年 12 月、本工法の一般評定更新（BCJ 評定-FD0230-04）が（財）日本建築セン

ターより認証されました。これを機に、設計･施工マニュアル第４版を改訂しました。 

改訂第５版は評定更新の反映を主に取り込み編集しました。主な改訂箇所は以下の

とおりです。 

１．ＰＣリングの名称を明確にしました。従来の工場製作を「工場ＰＣリング」、現

場で製作する場合を「サイトＰＣリング」としました。両方を総称して「ＰＣ

リング」と命名しました。 

２．現場で製作するＰＣリングのコンクリート設計基準強度を新たに定義しまし

た。 

３．場所打ち鋼管コンクリート杭の鋼管天端レベルの定義と、鋼管内のウルボンス

パイラル筋の配筋について新たに追記しました。 

４．準拠規準をできるだけ最新版に更新しました。 

キャプテンパイル工法の設計、施工の手助けに本マニュアルが活用されることを期

待しております。 

2021 年 4月 1 日 

キャプテンパイル協会 



設計・施工マニュアル改訂第６版発行にあたって 

2025 年 11 月、本工法の一般評定更新（BCJ 評定-FD0230-05）が（財）日本建築セン

ターより認証されました。これを機に、設計･施工マニュアル第５版を改訂しました。 

改訂第６版は評定更新の内容を主に取り込み、編集しました。主な改訂箇所は以下

のとおりです。 

１．引張定着筋に使用できる高強度鉄筋に SD590 を追加しました。 

２．引張定着筋に利用できる高強度鉄筋（SD590、SD685）の大臣認定番号が特定さ

れました。 

３．PC リングの長期・短期許容せん断力及び終局せん断耐力を更新しました。 

４．キャプテンパイル工法と場所打ち鋼管コンクリート杭工法を併用する場合の引

張定着筋の定着長さの考え方を追記しました。 

５．準拠規準・指針の改訂に応じ、内容の見直し及び発行年の更新を行いました。 

６．関連評定の更新に伴い、評定番号及び設計式の更新を行いました。 

（杭体の短期許容せん断力及び終局せん断耐力の更新） 

７．基準図を更新しました。 

キャプテンパイル工法の設計、施工の手助けに本マニュアルが活用されることを期

待しております。 

2026 年 4月 1 日 

キャプテンパイル協会 
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1. 工法概要 

1.1 キャプテンパイル工法 

(1)工法の位置付け 

本工法は、2002 年に(財)日本建築センターの評定を取得したキャプリングパイル工法

（BCJ 評定：FD0060-01）の拡張タイプであり、杭頭中央部に鉄筋（以下、引張定着筋）を

配置することにより杭に生じる引張力に対応した工法である。なお、キャプリングパイル

工法とは杭体の配筋仕様が異なる。 

杭頭中央部に引抜力の大きさに応じた引張定着筋を円形または矩形に配置し、パイルキ

ャップから杭へ直接引張力を伝達する。なお、引張定着筋を配置しない場合についても本

工法の範囲とする。 

(2)工法のタイプ 

本工法（キャプテンパイル工法）のタイプを表 1.1.1、図 1.1.1 に示す。 

キャプテンパイル工法（略称：CTP 工法）のタイプは引張定着筋の有無、絞り部の有無に

より異なる。 

表 1.1.1 杭頭接合タイプ区分 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

引張定着筋 有り 有り 無し 無し 

絞り部 有り 無し 有り 無し 

図 1.1.1 工法のタイプ 

PCリング 

発泡ポリエチレン

シート（緩衝材） 

杭頭

絞り部 

パイルキャップ 

杭頭部モルタル

PCリング 

発泡ポリエチレン

シート（緩衝材） 

引張定着筋 
杭頭

絞り部 

パイルキャップ 

杭頭部モルタル

PCリング 

引張定着筋 
杭頭

パイルキャップ 

杭頭部モルタル

杭頭

PCリング 

パイルキャップ 

杭頭部モルタル

タイプⅠ タイプⅡ

タイプⅢ タイプⅣ
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・引張定着筋：杭に引抜力が発生した場合に、パイルキャップから杭へ、この引抜力を

伝達する為に杭中央部に配置した鉄筋である。 

・絞り部  ：杭天端に環状の上面緩衝材（発泡ポリエチレン）を置くことで杭頭断面

を絞り、杭頭の固定度を下げる役割を持つ。 

(3)杭頭接合部の構成要素 

①ＰＣリング 

杭頭部に被せるリング状のコンクリート部材で、杭体と上下方向に重なりを有することに

より、杭のせん断力を負担する。

②引張定着筋

杭に作用する引張力に抵抗させるため杭頭の中央部に配置する鉄筋である。施工上、杭体

側への定着方法にシース方式と先付方式の２方式がある。パイルキャップ側への定着方法

には、継手工法の有無及び定着工法の有無のケースがある。 

③杭頭部モルタル 

杭頭部のはつり後、杭天端のレベル出しを兼ねた杭天端打設モルタル及びＰＣリングと杭

体の隙間を埋める目地モルタルがある。 

④絞り部 

杭天端モルタル打設後､上面緩衝材(発泡ポリエチレン)を設置し、杭径断面を杭頭部におい

て縮小させることにより、杭頭の固定度をより低減させる効果がある。絞り部は発泡ポリ

エチレンを除く内側の縮小部をいう。 

⑤上面緩衝材 

杭頭断面を絞り、杭頭固定度を低減するための杭上面に設ける環状の発泡ポリエチレ

ン材。

①PC リング

③杭頭部モルタル

⑤上面緩衝材(発泡ポリエチレン)

④絞り部

③杭頭部モルタル

②引張定着筋

図 1.1.2 構成要素
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(4)杭頭接合部の力の伝達仮定 

①軸力 

圧縮力はパイルキャップから杭頭接合面を介して杭へ直接伝達される。引張力は引張定着

筋によりパイルキャップから杭に伝達される。 

②せん断力 

杭の負担せん断力は、軸力が引張軸力の場合は全て PCリングで負担するが、圧縮軸力の場

合には、ＰＣリングだけではなく、接合面摩擦によってもせん断力が伝達される。 

③曲げ 

杭頭接合面の付加圧縮力及び引張定着筋の引張力で伝達される。

注）引張定着筋なしの場合は、以下となる。 

① 軸力：圧縮力は杭へ直接伝達 

引張力は伝達不可 

② せん断：引張定着筋ありの場合と同じ 

③ 曲げ：杭頭接合面の圧縮力及び付加圧縮力でパイルキャップへ伝達 

図 1.1.3 力の伝達メカニズム 

杭頭曲げ 

杭頭圧縮軸力＋ 
付加圧縮力

摩擦力

PCリングせん断

引張定着筋引張力 
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1.2 適用範囲 

(1)工法を採用する場合の建物についての制限は特にない。すなわち、 

1. 建物規模（階数・面積） 

2. 建物形状（整形・不整形） 

3. 構造種別（S 造・RC 造・SRC 造等） 

については何ら制限を設けない。 

(2)本工法は杭頭を半固定とするものであり、杭頭曲げモーメントが発生する。従って、杭頭

の曲げ戻しによるモーメントを処理できる部材（基礎梁等）を配置する必要がある。 

(3)本工法を適用する杭仕様は以下の通りである。 

1. 杭種：場所打ちコンクリート杭 または 場所打ち鋼管コンクリート杭 

2. 杭径：800mm～3000mm ※正会員（評定取得者）以外の設計及び施工は 800mm～2500mm 

（杭体のコンクリート設計基準強度：Fc≧21 N/mm2（RC 規準、JASS5 に準ずる）） 

(4)同一建物の杭頭工法として、本工法と在来一般工法の併用は可能とする。 

※ 在来一般工法とは、杭頭鉄筋等をパイルキャップへ定着させた杭頭接合法及びこれに類する工法を言う。 
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1.3 用 語 

・ 固 定 度   ：杭頭の曲げモーメントによる回転拘束度を示す係数であり、杭頭固定時

の曲げモーメントに対する比率を示す。固定度に応じ 0.0 から 1.0 の値

を示し、杭頭曲げ完全固定、杭頭ピンの値はそれぞれ 1.0、0.0 とする。

・ 杭頭回転ばね  ：杭頭曲げモーメントに抵抗する回転ばねをいい、杭、ＰＣリング、パイ

ルキャップなどの剛性を考慮して算定される。

・ ＰＣリング   ：杭頭に装着される薄肉の部材をいう。この部材は、薄肉のコンクリート、

鋼板リング、定着筋などで構成される。工場で製作する場合は「工場Ｐ

Ｃリング」、現場で製作する場合は「サイトＰＣリング」と呼ぶ。

・ ＰＣリング定着筋：ＰＣリングに組み込まれた定着筋を言う。鉄筋径および本数は杭径毎に

決められている。

・ 鋼板リング   ：ＰＣリングの内径側面に密着している円形の鋼板をいう。ＰＣリングの

靱性、耐力を確保するために用いている。

・ 場所打ちコンクリート杭 ：あらかじめ地盤中に掘孔された孔内に鉄筋かごを挿入した後、

コンクリートを打設して、現場において造成される杭。

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭 ：場所打ちコンクリート杭に鋼管を打ち込んで、現場におい

て造成される杭。

・ 引張定着筋   ：杭頭とパイルキャップに定着された鉄筋で、引抜きと曲げに抵抗する。

・ 杭頭接合部   ：絞りの有無に関わらず、杭とパイルキャップが接する接合部を表す。

・ 絞り部     ：杭頭接合部において、上面緩衝材(発泡ポリエチレン)に囲まれ、杭頭が

絞られた部分。

・ 絞り係数（ν） ：ν＝（Dt／D） Dt：杭頭部絞り部の直径、D：杭体断面の直径。

・ 上面緩衝材   ：杭頭固定度を低減するために杭上面に設ける発泡ポリエチレン材。

・ 側面緩衝材   ：ＰＣリング側面とパイルキャップとの縁を切るためにＰＣリング側面に

設ける発泡ポリエチレン材。

・ 下端緩衝材   ：ＰＣリング下端の空隙にシースグラウト材やモルタル等の流入を防ぐた

めに設置された発泡ウレタン材。

・ 束ねフープ   ：杭体のせん断補強筋で、束ねたウルボンスパイラル。
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2．キャプテンパイル工法標準仕様 

2.1 使用材料および材料強度 

(1)使用材料 

a. 基礎部コンクリート 

杭頭接合部と建物を連結する基礎部コンクリートは、設計基準強度 Fc≧21Ｎ/㎜２と

する。 

b. 杭体コンクリート 

杭は、設計基準強度 Fc≧21Ｎ/㎜２（RC 規準、JASS5 に準ずる）とする。 

c. ＰＣリング 

①コンクリート：設計基準強度 Fc≧36Ｎ/㎜２

（現場製作の場合、基礎の設計基準強度以上かつ 21Ｎ/㎜２以上） 

②定着筋：SD390（D13～D19）：JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼 適合品とする。 

③スパイラル筋：ウルボンスパイラル筋(SBPD1275/1420)：建築基準法第 37 条第二号

の規定による指定建築材料の大臣認定品（認定番号：MSRB-9009）。 

④鋼板：SS400：JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 適合品または同等以上。 

SM490：JIS G 3106 溶接構造用圧延鋼材 適合品または同等以上。 

d. 杭頭接合部 

①引張定着筋：SD390, SD490 

JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼 適合品 

：F値を 590Ｎ/㎜２ ※１、または 685Ｎ/㎜２ ※２と指定された異形棒鋼

建築基準法第 37条第二号の規定による指定建築材料の大臣認定品  

（以降、※1は「SD590」、※2 は「SD685」と称する。） 

※SD590、SD685 材の大臣認定番号の一覧表を付 2に示す。 

②杭頭部モルタル：圧縮強度 36Ｎ/㎜２、かつ杭体コンクリートとパイルキャップの設

計基準強度のうち小さい方を上回る値以上 

③シースグラウト材：圧縮強度 36Ｎ/㎜２以上（無収縮高強度モルタル） 

④杭体打込み用シース：スパイラルシース＃1000（普通鋼板 t≦0.8mm） 

（JIS G 3302 亜鉛メッキ鋼板及びこれに類する材料を使用） 

⑤定着筋継手工法：機械式継手、モルタル充填式継手（注１参照） 

⑥定着筋定着工法：定着板型定着（注２参照） 

注１）パイルキャップ側に定着する引張定着筋を中間で継ぐために用いる鉄筋継手工法

として、機械式継手、モルタル充填式継手を用いるものである。いずれも、評定取

得工法もしくは技術審査証明取得工法に限定する。 

注２）パイルキャップ側に定着する引張定着筋の定着として定着板型定着工法を用いる

ものである。定着金物の形状、鉄筋への取付け方法等により数種の工法が実用化

されているが、採用は評定取得工法もしくは技術審査証明取得工法に限定する。 
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(2)材料強度 

a. コンクリート 

  b. 鋼材 

  c. 鉄筋 

(3)基準強度 

  a. 鋼材 

b. 鉄筋

表2.1.1 コンクリートの材料強度

建築基準法施行令第97条,平成12年建設省告示1450号による（N/mm2)

圧縮 せん断 付着

普通
コンクリート

Fc
Fc/10かつ

3×（0.49+Fc/100)
3Fc/10かつ

3×（1.35+Fc/25)

ただしFcは設計基準強度

建築基準法施行令第96条、平成13年国土交通省告示第1024号による（N/mm2)

せん断補強筋以外に用いる場合 せん断補強筋に用いる場合

異形鉄筋 F F
SD390:F(当該数値が390を超える場合は390)

SD490:F(当該数値が490を超える場合
   (大臣認定を受けた場合を除く)は490)

ただしFは基準強度

圧縮
引張

表 2.1.2 鋼材の材料強度

圧縮 引張 曲げ せん断

F F F F/√３

ただしFは基準強度

建築基準法施行令第96条による（N/mm
2
)

表 2.1.5 鉄筋の基準強度
平成12年建設省告示2464号，平成13年国土交通省告示第1024号，又は大臣認定 による（N/mm

2
)

基準強度

295

345

390

490

590

685

ウルボン筋 1275

異形鉄筋SD590、SD685、ウルボン筋の材料強度の基準強度は、建築基準法第37条第二号の規定による指
定建築材料の大臣認定品の数値とする。

異形鉄筋の材料強度の基準強度は、表中の数値とする。

SD295

SBPD1275/1420

異形鉄筋
SD490

SD685

種類

SD345

SD390

SD590

表 2.1.4 鋼材の基準強度 平成12年建設省告示第2464号による（N/mm
2
)

基準強度

SS400 板厚が40mm以下 235

SM490 板厚が40mm以下 325
鋼材

種類

鋼材の材料強度の基準強度は、表中の数値とする。
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(4)許容応力度 

a. コンクリート 

① 基礎およびＰＣリング 

② 杭体 

b. 鋼材 

  c. 鉄筋 

注１)（ ）内は鉄筋径が 28 ㎜を超えるもの。

注２)杭体用のウルボンは、ＰＣリング用のウルボン認定番号とは異なり、「MSRB-0024」である。 

注３) 異形鉄筋 SD590、SD685、ウルボン筋の許容応力度は、建築基準法第 37 条第二号の規定による指

定建築材料の大臣認定品の数値とする。

   表 2.1.8 鋼材の許容応力度
建築基準法施行令第90条による（N/mm2)

圧縮 引張 曲げ せん断

F/1.5 F/1.5 F/1.5 F/1.5√3 長期の1.5倍

長期
短期

表 2.1.6 コンクリートの許容応力度（基礎およびPCリング）

建築基準法施行令第91条，平成12年建設省告示第1450号による（N/mm
2
）

圧縮 引張 せん断 付着 圧縮 引張 せん断 付着

Fc/3
Fc/10かつ
1.35+Fc/25

Fcは設計基準強度

長期

Fc/30かつ
0.49+Fc/100

短期

長期の
2倍

表 2.1.7 コンクリートの許容応力度（杭体）

平成13年建設省告示第1113号第8第一号による（N/mm
2
）

圧縮 付着 圧縮 せん断 付着
3Fc/40

又は

3/4×(1.35+Fc/25)
のうちいずれか小さい数値

Fc/4.5 Fc/15

又は 又は

6のうち 3/4×(1.35+Fc/25)
いずれか小
さい数値

のうちいずれか小さい数値

Fcは設計基準強度

長期の
1.5倍3/4×(0.49+Fc/100)

又は

又は

3/4×(0.49+Fc/100)
長期の
2倍

長期の
1.5倍

のうちいずれか小さい数値

Fc/45

上記以外

掘削時に水,
泥水を使用
しない場合

Fc/4

長期

せん断

短期

長期の
2倍

のうちいずれか小さい数値

Fc/40

  表 2.1.9 鉄筋の許容応力度

せん断補強筋
以外に用いる

場合

せん断補強筋
に用いる場合

せん断補強筋
以外に用いる

場合

せん断補強筋
に用いる場合

SD295 195 195 195 295 295 295

SD345 215(195) 215(195) 195 345 345 345

SD390 215(195) 215(195) 195 390 390 390

SD490 215(195) 215(195) ― 490 490 ―

SD590 215(195) 215(195) ― 590 590 ―

SD685 215(195) 215(195) ― 685 685 ―

SBPD1275/1420 ― ― 195 ― ― 590

長期

圧縮

引張
種類

短期

圧縮

引張

建築基準法施行令第90条，平成13年国土交通省告示1024号，又は大臣認定による（N/mm2)
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2.2 ＰＣリング仕様 

(1)ＰＣリング概要 

ＰＣリングの形状はリング状であり、ＰＣリングのサイズは杭種および杭径に合わせ

て用意されている。対応する杭径は 800φ～3000φで、杭径ごとに許容せん断力の異なる

３種類（N、S1、S2）がある。 

ＰＣリングは、主にコンクリートで構成されており、断面内には高強度せん断補強筋、

ＰＣリング内側には鋼板リングが設置されており、高いせん断耐力と靱性を確保してい

る。また、ＰＣリングから上方に向けて定着筋が配筋され、基礎と一体化する。ＰＣリン

グの製作は、原則として工場製造とするが、現場製造も可能である。 

図 2.2.1 ＰＣリング概要 

(2)ＰＣリングのせん断抵抗力 

ＰＣリングのせん断抵抗力 Qa は、図 2.2.2 示すように杭頭せん断力を受ける加力前面

のせん断抵抗力 Raと加力側面のせん断抵抗力 Rbに分けて算定した和とする。 

Qa＝Ra＋Rb 式 2.2.1 

杭頭せん断力 

図 2.2.2 ＰＣリングのせん断抵抗力 

加力前面
Ra 90 度

加力側面 Rb/2

加力側面 Rb/2

PC リング

定着筋 

コンクリートリング 

鋼板リング（内側のみ） 
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①加力前面のせん断抵抗力 Ra 

加力前面の部分は円弧形であるが、図 2.2.3 に示すように円弧の中心線を長辺とする

等価な矩形断面に置き換え、式 2.2.2 で Raを算定する。

右辺第一項はＰＣリング定着筋による水平抵抗力を、右辺第二項は鋼板リングのせん

断抵抗力を表す。 

Ra＝na・min[Ty、Tb1、Tb2、Tc]・（d－Xn/3）/Ha＋0.5τp・Bp・ts 式 2.2.2 

記号 na ：加力前面のＰＣリング定着筋本数 

Ty ：定着筋の短期許容引張力 

Tb1 ：定着筋のＰＣリング内短期許容付着力 

Tb2 ：定着筋のパイルキャップ内短期許容付着力 

Tc ：パイルキャップコンクリート圧縮応力度が短期許容値に達する時の引張力 

d  ：コンクリート圧縮縁から定着筋中心までの距離 

Xn ：コンクリート圧縮縁から中立軸までの距離 

Ha ：ＰＣリングせい    

τp ：鋼板リングの短期許容せん断応力度 

Bp ：加力前面における鋼板リングの弧長 

ts ：鋼板リング板厚 

右辺第二項の 0.5 は、鋼板リングのせん断応力が図 2.2.5 示すように三角形に分布する

と仮定した補正係数である。 

τp

(加力前面部分)  (等価断面) 

図 2.2.3 加力前面の等価断面置換 図 2.2.4 第一項 図 2.2.5 第二項 

②加力側面のせん断抵抗力 Rb

加力側面では、杭体からの水平力が鋼板リング及びスパイラル筋の引張力で側面に伝

達（Rb1）した後、ＰＣリング定着筋及びＰＣリング内コンクリートのせん断によってパイ

ルキャップへ伝達（Rb2）されるとし、両者のうち小さな値を Rbとする。 

Rb＝min[Rb1、Rb2] 式 2.2.3 

Rb1＝2（σp・ts・Hs＋Nu・σu・au） 式 2.2.4 

σc≦(2/3)Fc
PC リング

定着筋 

引張力 

d

H
a

Xn
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Rb2＝1.65ad√σB・σy /1.5＋(3/4)τc・Ac 式 2.2.5 

記号 σp ：鋼板リングの短期許容引張応力度 

Hs ：ＰＣリングと杭頭との重なり長さ（孔を除く） 

Nu ：Hs範囲におけるウルボンスパイラル筋量 

σu ：ウルボンスパイラル筋の応力度（鋼板リング短期許容応力度σpと同じとする） 

au ：ウルボンスパイラル筋の断面積 

ad ：加力側面の PC リング定着筋の全断面積 

σB ：PC リングコンクリートの設計基準強度とパイルキャップコンクリートの設計

基準強度のうち小さい値 

σy ：定着筋の短期許容引張応力度 

τc ：パイルキャップコンクリートの短期許容せん断応力度 

Ac ：ＰＣリング内径を直径とする円の面積 

式 2.2.5 の 3/4 は形状係数である。 

なお、終局時圧縮軸力側杭体の場合は、コンクリートの接合摩擦抵抗（μ・N）を Rb1に加

算することができる。 

μ ：コンクリートの摩擦係数で 0.1 とする 

N ：終局時圧縮軸力 

                          (2)A－A 断面図（Rb1）  

(3)B－B 断面図（Rb2） 

図 2.2.6 Rbの評価モデル 

A A

B B

PC リング内 

コンクリート

の圧縮力 

せん断抵抗に寄与する
PC リング定着筋 

90 度

一体化される PC リ

ング内コンクリート

PC リング定着筋のせん断

摩擦力 

コンクリートのせん断 
スパイラル筋の引張力 鋼板リングの引張力 

(1)立断面図 
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(3)ＰＣリングの長期許容せん断力の算定 

ＰＣリングの長期許容せん断力 LQaは、式 2.2.6 に示すようにＰＣリングのせん断抵抗

力 Qaの 1/2 とする。これは、多くのＰＣリングでは Raがコンクリートの圧縮で決まって

いること、及び PC リングの短期許容せん断力の算定におけるウルボンスパイラル筋の短

期許容/長期許容＝235/195≒1.2 であることによる。

LQa＝（Ra＋Rb）/2.0 式 2.2.6 

(4)ＰＣリングの短期許容せん断力の算定 

ＰＣリングの短期許容せん断力 sQaは式 2.2.7 に示すようにＰＣリングのせん断抵抗力

Qaとする。 

sQa＝Ra＋Rb 式 2.2.7 

(5)ＰＣリングの終局せん断耐力の算定 

終局時のせん断耐力は、式 2.2.2～5 において、鋼板リング及びＰＣリング定着筋では

短期許容引張応力度を引張強度に、コンクリートは短期許容応力度を設計基準強度に、ウ

ルボンスパイラル筋の引張応力度を降伏点強度に読み替え、式 2.2.5 の第一項を 1.5 倍

して算定する。上記によって算定した Raを Ra'、Rbを Rb'とおくと、式 2.2.8 で表現でき

る。 

uQr ＝Ra'＋Rb'  式 2.2.8 

なお、終局時に圧縮軸力を受ける杭頭においては、式 2.2.9 に示すように杭頭の摩擦を

考慮しても良い。 

uQr＝Ra'＋min[Rb1'＋μ･N、Rb2']  式 2.2.9 

※PC リングの終局せん断耐力についての補足説明 

 本工法でいう PC リングのせん断抵抗力は、PC リングが有するせん断抵

抗力だけでなく、PC リング上端レベルからパイルキャップへ伝達可能な

抵抗力を考慮しているので、PC リングを含んだ接合部のせん断抵抗力に

対応している。したがって、終局時に加算できる杭－コンクリート間の摩

擦抵抗によって、PC リングの終局せん断耐力は設計上高めることができ

るが、接合部の最大せん断抵抗力である式 2.2.9 の最大値を越えることは

できない。以上から、PC リングの終局せん断耐力値には、短期時と同様に

摩擦を無視した最小値と上述した最大値の２つがあり、設計では式 2.2.8

を用いる。なお、摩擦係数はせん断における軸圧縮の効果＊１を参考に 0.1

としている。 

*1 広沢他：軸力を受ける鉄筋コンクリート部材の強度と粘り（その２ 

既往の資料に関する検討）、日本建築学会大会、1971.11 
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(6) ＰＣリング仕様一覧 

表 2.2.1 ＰＣリング仕様（標準 N） 

表 2.2.2 ＰＣリング仕様（S1） 

内径
ｒD1(mm)

外径
ｒD2(mm)

厚さ
tc(mm)

せい
hr(mm)

肉厚
ts(mm)

材質
径

(mm)
巻き数

定着長
L1(mm)

800 800-N 900 1152 120 200 6.0 SS400 9.0 8巻 10 -D16 350 234

900 900-N 1000 1252 120 200 6.0 SS400 9.0 8巻 10 -D16 350 256

1000 1000-N 1100 1352 120 200 6.0 SS400 9.0 8巻 12 -D16 350 280

1100 1100-N 1200 1452 120 200 6.0 SS400 9.0 8巻 12 -D16 350 299

1200 1200-N 1300 1552 120 200 6.0 SS400 9.0 8巻 12 -D16 350 321

1300 1300-N 1400 1652 120 200 6.0 SS400 9.0 8巻 14 -D16 350 345

1400 1400-N 1500 1752 120 200 6.0 SS400 10.7 8巻 14 -D16 350 367

1500 1500-N 1600 1852 120 200 6.0 SS400 10.7 8巻 16 -D16 350 390

1600 1600-N 1700 1958 120 200 9.0 SM490A 10.7 8巻 16 -D19 400 449

1700 1700-N 1800 2058 120 200 9.0 SM490A 10.7 8巻 18 -D19 400 474

1800 1800-N 1900 2158 120 200 9.0 SM490A 10.7 8巻 18 -D19 400 498

1900 1900-N 2000 2258 120 200 9.0 SM490A 10.7 8巻 20 -D19 400 524

2000 2000-N 2100 2358 120 200 9.0 SM490A 10.7 8巻 20 -D19 400 548

2100 2100-N 2200 2518 150 250 9.0 SM490A 10.7 10巻 22 -D19 400 859

2200 2200-N 2300 2618 150 250 9.0 SM490A 10.7 10巻 22 -D19 400 895

2300 2300-N 2400 2718 150 250 9.0 SM490A 10.7 10巻 24 -D19 400 932

2400 2400-N 2500 2824 150 250 12.0 SM490A 10.7 10巻 24 -D19 400 1024

2500 2500-N 2600 2924 150 250 12.0 SM490A 10.7 10巻 26 -D19 400 1063

2600 2600-N 2700 3024 150 250 12.0 SM490A 10.7 10巻 26 -D19 400 1101

2700 2700-N 2800 3132 150 250 16.0 SM490A 12.6 10巻 28 -D19 400 1224

2800 2800-N 2900 3232 150 250 16.0 SM490A 12.6 10巻 28 -D19 400 1265

2900 2900-N 3000 3332 150 250 16.0 SM490A 12.6 10巻 30 -D19 400 1307

3000 3000-N 3100 3432 150 250 16.0 SM490A 12.6 10巻 30 -D19 400 1348

質量
(kg)

スパイラル筋 定着筋

配筋

杭径
(mm)

タイプ

PCリング PCa 鋼板リング

内径
ｒD1(mm)

外径
ｒD2(mm)

厚さ
tc(mm)

せい
hr(mm)

肉厚
ts(mm)

材質
径

(mm)
巻き数

定着長
L1(mm)

800 800-S1 900 1152 120 200 6.0 SS400 12.6 8巻 10 -D16 350 234

900 900-S1 1000 1252 120 200 6.0 SS400 12.6 8巻 10 -D16 350 256

1000 1000-S1 1100 1352 120 200 6.0 SS400 12.6 8巻 12 -D16 350 280

1100 1100-S1 1200 1458 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 12 -D16 350 327

1200 1200-S1 1300 1558 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 12 -D16 350 351

1300 1300-S1 1400 1658 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 14 -D16 350 377

1400 1400-S1 1500 1758 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 14 -D16 350 401

1500 1500-S1 1600 1858 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 16 -D16 350 427

1600 1600-S1 1700 1964 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 16 -D19 400 487

1700 1700-S1 1800 2064 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 18 -D19 400 515

1800 1800-S1 1900 2164 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 18 -D19 400 542

1900 1900-S1 2000 2264 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 20 -D19 400 569

2000 2000-S1 2100 2364 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 20 -D19 400 596

2100 2100-S1 2200 2524 150 250 12.0 SM490A 12.6 10巻 22 -D19 400 921

2200 2200-S1 2300 2624 150 250 12.0 SM490A 12.6 10巻 22 -D19 400 960

2300 2300-S1 2400 2724 150 250 12.0 SM490A 12.6 10巻 24 -D19 400 1000

2400 2400-S1 2500 2838 150 250 19.0 SM490A 12.6 10巻 24 -D19 400 1189

2500 2500-S1 2600 2938 150 250 19.0 SM490A 12.6 10巻 26 -D19 400 1235

2600 2600-S1 2700 3038 150 250 19.0 SM490A 12.6 10巻 26 -D19 400 1279

2700 2700-S1 2800 3144 150 250 22.0 SM490A 12.6 10巻 28 -D19 400 1382

2800 2800-S1 2900 3244 150 250 22.0 SM490A 12.6 10巻 28 -D19 400 1428

2900 2900-S1 3000 3344 150 250 22.0 SM490A 12.6 10巻 30 -D19 400 1476

3000 3000-S1 3100 3444 150 250 22.0 SM490A 12.6 10巻 30 -D19 400 1522

質量
(kg)配筋

定着筋スパイラル筋
杭径
(mm)

タイプ

PCリング PCa 鋼板リング
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tc ts(肉厚)

40
rD1(内径)

鋼板リング

外
径
rD
2

L1
(定

着
長

)

rD2(外径)内
径
rD1

ウルボンスパイラル筋

PCリング

定着筋(SD390)

h
r(

せ
い

)

(SBPD1275/1420)

3
5

(
設

計
か

ぶ
り

厚
さ

)

(設計かぶり厚さ)

(厚さ)

表 2.2.3 ＰＣリング仕様（S2） 

           ※rD2：専用型枠厚さを含まない 

内径
ｒD1(mm)

外径
ｒD2(mm)

厚さ
tc(mm)

せい
hr(mm)

肉厚
ts(mm)

材質
径

(mm)
巻き数

定着長
L1(mm)

800 800-S2 900 1158 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 10 -D16 350 255

900 900-S2 1000 1258 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 10 -D16 350 280

1000 1000-S2 1100 1358 120 200 9.0 SM490A 12.6 8巻 12 -D16 350 306

1100 1100-S2 1200 1464 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 12 -D16 350 355

1200 1200-S2 1300 1564 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 12 -D16 350 382

1300 1300-S2 1400 1664 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 14 -D16 350 410

1400 1400-S2 1500 1764 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 14 -D16 350 436

1500 1500-S2 1600 1864 120 200 12.0 SM490A 12.6 8巻 16 -D16 350 464

1600 1600-S2 1700 1972 120 200 16.0 SM490A 12.6 8巻 16 -D19 400 539

1700 1700-S2 1800 2072 120 200 16.0 SM490A 12.6 8巻 18 -D19 400 570

1800 1800-S2 1900 2172 120 200 16.0 SM490A 12.6 8巻 18 -D19 400 599

1900 1900-S2 2000 2272 120 200 16.0 SM490A 12.6 8巻 20 -D19 400 630

2000 2000-S2 2100 2372 120 200 16.0 SM490A 12.6 8巻 20 -D19 400 659

2100 2100-S2 2200 2538 150 250 19.0 SM490A 12.6 10巻 22 -D19 400 1068

2200 2200-S2 2300 2638 150 250 19.0 SM490A 12.6 10巻 22 -D19 400 1113

2300 2300-S2 2400 2738 150 250 19.0 SM490A 12.6 10巻 24 -D19 400 1160

2400 2400-S2 2500 2844 150 250 22.0 SM490A 12.6 10巻 24 -D19 400 1260

2500 2500-S2 2600 2944 150 250 22.0 SM490A 12.6 10巻 26 -D19 400 1313

2600 2600-S2 2700 3044 150 250 22.0 SM490A 12.6 10巻 26 -D19 400 1356

2700 2700-S2 2800 3150 150 250 25.0 SM490A 12.6 10巻 28 -D19 400 1462

2800 2800-S2 2900 3250 150 250 25.0 SM490A 12.6 10巻 28 -D19 400 1510

2900 2900-S2 3000 3350 150 250 25.0 SM490A 12.6 10巻 30 -D19 400 1561

3000 3000-S2 3100 3450 150 250 25.0 SM490A 12.6 10巻 30 -D19 400 1609

質量
(kg)

杭径
(mm)

タイプ

PCリング PCa 鋼板リング

配筋

スパイラル筋 定着筋
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  表 2.2.4 ＰＣリングの長期･短期許容せん断力比較 

※ パイルキャップの設計基準強度 Fc=21N/mm2の場合 

図 2.2.7 ＰＣリングの許容せん断力 

Ｎ Ｓ１ Ｓ２ Ｎ Ｓ１ Ｓ２ S1/N S2/N

800 320 360 690 640 730 1380 1.14 2.16

900 330 380 720 670 770 1440 1.15 2.15

1000 350 400 760 710 810 1520 1.14 2.14

1100 370 790 1010 740 1590 2020 2.15 2.73

1200 390 820 1050 780 1650 2110 2.12 2.71

1300 400 860 1100 810 1720 2200 2.12 2.72

1400 440 890 1140 880 1790 2290 2.03 2.60

1500 460 930 1190 920 1860 2380 2.02 2.59

1600 930 1240 1600 1860 2480 3210 1.33 1.73

1700 960 1280 1660 1930 2570 3330 1.33 1.73

1800 990 1330 1720 1990 2660 3450 1.34 1.73

1900 1030 1380 1780 2070 2760 3570 1.33 1.72

2000 1060 1420 1840 2130 2840 3690 1.33 1.73

2100 1180 1580 2390 2370 3160 4780 1.33 2.02

2200 1210 1620 2460 2430 3250 4920 1.34 2.02

2300 1250 1670 2540 2510 3350 5080 1.33 2.02

2400 1670 2610 2990 3340 5220 5980 1.56 1.79

2500 1710 2680 3070 3430 5360 6140 1.56 1.79

2600 1760 2750 3150 3520 5500 6310 1.56 1.79

2700 2410 3240 3650 4820 6480 7310 1.34 1.52

2800 2460 3320 3750 4930 6640 7500 1.35 1.52

2900 2520 3400 3840 5050 6800 7680 1.35 1.52

3000 2580 3480 3930 5170 6970 7870 1.35 1.52

長期許容せん断力(kN) 短期許容せん断力(kN) 短期許容せん断力比
杭径
(mm)
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表 2.2.5 ＰＣリングの終局せん断耐力比較 

※1 通常は「摩擦無視」を用いる。 

終局時圧縮軸力を受ける杭頭では式 2.2.9 を用い、「摩擦考慮上限」まで使用可能。 

※2 パイルキャップの設計基準強度 Fc=21N/mm2の場合 

(a)通常の場合 (b)終局時圧縮軸力を受ける場合の上限値 

図 2.2.8 ＰＣリングの終局せん断耐力 

Ra' Rb1' Rb2'
摩擦
無視

摩擦
考慮
上限

Ra' Rb1' Rb2'
摩擦
無視

摩擦
考慮
上限

Ra' Rb1' Rb2'
摩擦
無視

摩擦
考慮
上限

800 317 770 1240 1080 1550 319 1281 1240 1550 1550 632 1538 1240 1870 1870

900 349 770 1475 1110 1820 351 1281 1475 1630 1820 698 1538 1475 2170 2170

1000 394 770 1764 1160 2150 397 1281 1764 1670 2160 779 1538 1764 2310 2540

1100 427 770 2049 1190 2470 845 1538 2049 2380 2890 1115 1703 2049 2810 3160

1200 459 770 2358 1220 2810 912 1538 2358 2440 3260 1204 1703 2358 2900 3560

1300 491 770 2751 1260 3240 978 1538 2751 2510 3720 1292 1703 2751 2990 4040

1400 524 990 3110 1510 3630 1045 1538 3110 2580 4150 1381 1703 3110 3080 4490

1500 570 990 3523 1550 4090 1125 1538 3523 2660 4640 1484 1703 3523 3180 5000

1600 1202 1247 4089 2440 5290 1585 1703 4089 3280 5670 2094 1924 4089 4010 6180

1700 1268 1247 4608 2510 5870 1673 1703 4608 3370 6280 2212 1924 4608 4130 6810

1800 1335 1247 5066 2580 6400 1762 1703 5066 3460 6820 2330 1924 5066 4250 7390

1900 1418 1247 5591 2660 7000 1867 1703 5591 3570 7450 2465 1924 5591 4380 8050

2000 1484 1247 6098 2730 7580 1956 1703 6098 3650 8050 2583 1924 6098 4500 8680

2100 1555 1548 6716 3100 8270 2049 2114 6716 4160 8760 3200 2591 6716 5790 9910

2200 1622 1548 7272 3160 8890 2138 2114 7272 4250 9400 3340 2591 7272 5930 10610

2300 1705 1548 7897 3250 9600 2244 2114 7897 4350 10140 3498 2591 7897 6080 11390

2400 2329 1752 8503 4080 10830 3638 2591 8503 6220 12140 4200 2795 8503 6990 12700

2500 2418 1752 9219 4160 11630 3778 2591 9219 6360 12990 4362 2795 9219 7150 13580

2600 2506 1752 9875 4250 12380 3918 2591 9875 6500 13790 4524 2795 9875 7310 14390

2700 3450 2386 10598 5830 14040 4705 2795 10598 7490 15300 5334 2999 10598 8330 15930

2800 3568 2386 11303 5950 14870 4867 2795 11303 7660 16160 5518 2999 11303 8510 16820

2900 3686 2386 12119 6070 15800 5029 2795 12119 7820 17140 5703 2999 12119 8700 17820

3000 3804 2386 12873 6190 16670 5191 2795 12873 7980 18060 5887 2999 12873 8880 18760

S2N S1
杭径
(mm)
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2.3 引張定着筋仕様 

(1)使用材料  

a) 鉄筋 

鉄筋種別：SD390,SD490,SD590,SD685    鉄筋径：D29～D41 

b) コンクリート及びモルタル強度 

基礎部及び杭体コンクリート：Fc 21N/mm2以上  

シースグラウト材    ：圧縮強度 36N/mm2以上（無収縮高強度モルタル） 

c) シース（鉄筋最外径+20mm 以内のシース内径を利用） 

表 2.3.1 引張定着筋とシース径の関係 

(2)引張定着筋の短期許容引張力：sPt（N） 

tatsts PnfAnP ・・・  式 2.3.1 

tsta fAP ・ 式 2.3.2 

n  ：引張定着筋本数 

A  ：引張定着筋 1本あたりの断面積（mm2） 

ts
f ：引張定着筋の短期許容引張応力度（N/ mm2） 

(3)パイルキャップ部定着長さ 

a) 定着板を用いない場合：fL1（mm） 

fL1≧aPt  /(φ･sfr )  式 2.3.3 

φ：鉄筋の周長（mm） 

sfr：短期許容付着応力度※（＝  2535.15.1 Fc ）（N/ mm2） 

※RC 規準に基づく短期許容付着応力度 

b) 定着板を用いる場合：fL2（mm） （評定又は技術審査証明による。下記は例） 

fL2≧0.3･aPt  /(φ･sfr ) かつ 12dr  式 2.3.4 

dr：鉄筋の直径(mm) 

(4)杭体部定着長さ 

a) シース内グラウト方式の場合：fL3（mm） 

fL3≧MAX［aPt  /(φ･sfr1 ) , aPt  /(sφ･sfb )］ 式 2.3.5 

sφ：シース（外径）周長（mm） 

D29 D32 D35 D38 D41

外径 内径 33 36 40 43 46

53 50 ○

55 52 ○ ○

58 55 ○ ○

61 58 ○ ○

63 60 ○ ○

呼び名（下段 最外径 mm）

シース(mm)
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L
1

L
2

sfｂ：杭体コンクリートの短期許容付着応力度（N/ mm2） 

（＝  









15

,2535.1
4

3
min5.1

Fc
Fc ） 

sfr1：シースグラウト材の短期許容付着応力度（N/ mm2） 

（＝  2535.15.1 1Fc ） 

Fc1：グラウト材の圧縮強度 

b) 杭体コンクリート打ち込み方式の場合：fL4（mm） 

fL4≧aPt  /(φ･sfb )  式 2.3.6 

(5)引張定着筋定着長さ仕様 

(1)～(4)の条件より算定した必要定着長さを以下に示す。ただし、実用上の取り扱いを

考え、50mm 単位で切り上げた値とする。 

a) パイルキャップ部定着長さ：L1,L2 

表 2.3.2 パイルキャップ部定着長さ 

定着板なし（L1） 定着板あり（L2） 

D29 D32 D35 D38 D41 D29 D32 D35 D38 D41 

SD390

Fc21 850 950 1050 1150 1250 350 400 450 500 550 

Fc24 850 900 1000 1100 1200 350 400 450 500 550 

Fc27 800 850 950 1050 1150 350 400 450 500 550 

Fc≧30 750 850 900 1000 1100 350 400 450 500 550 

SD490

Fc21 1100 1200 1300 1450 1550 400 450 500 550 600 

Fc24 1050 1150 1250 1350 1500 400 450 500 550 600 

Fc27 1000 1100 1200 1300 1400 400 450 500 550 600 

Fc≧30 950 1050 1150 1250 1350 400 450 500 550 600 

SD590

SD685

Fc21 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

Fc24 ― ― ― 1900 2050 ― ― ― ― ― 

Fc27 ― ― ― 1800 1950 ― ― ― ― ― 

Fc≧30 ― ― 1600 1750 1850 ― ― ― ― ― 

NOTE          注 1：コンクリート設計基準強度 Fc はパイルキャップ部の値 

         注 2：定着板ありの定着長さは、評定又は技術審査証明による

           （表の長さは例）
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L
3

L
4

b) 杭体部定着長さ：L3,L4 

表 2.3.3 杭体部定着長さ 

シース内グラウト方式（L3） 
杭体コンクリート打ち込み方式

（L4） 

D29 D32 D35 D38 D41 D29 D32 D35 D38 D41 

SD390

Fc21 750 900 1000 1150 1300 1350 1500 1650 1800 1950

Fc24 700 750 900 1000 1100 1200 1300 1450 1550 1700

Fc27 700 750 850 900 1000 1050 1150 1300 1400 1500

Fc≧30 700 750 850 900 1000 1000 1100 1200 1300 1450

SD490

Fc21 900 1100 1250 1400 1600 1700 1900 2050 2250 2450

Fc24 850 950 1100 1250 1400 1500 1650 1800 1950 2150

Fc27 850 950 1050 1150 1250 1300 1450 1600 1750 1900

Fc≧30 850 950 1050 1150 1250 1250 1400 1500 1650 1800

SD590

SD685

Fc21 1300 1500 1750 1950 2250 2350 2600 2850 3100 3400

Fc24 1200 1350 1500 1700 1950 2050 2300 2500 2750 3000

Fc27 1200 1350 1450 1600 1750 1850 2050 2250 2450 2650

Fc≧30 1200 1350 1450 1600 1700 1750 1900 2100 2300 2500

NOTE 

        （注：コンクリート設計基準強度 Fc は杭体部の値） 

        （注：定着長さは、施工誤差を考慮し、表中の値+100 とする）

場所打ち鋼管コンクリート杭工法の場合は、以下の長さの大きい方を引張定着筋の定着長さとす

る。 

①上記表に示される定着長さ 

②キャプテンパイル工法と場所打ち鋼管コンクリート杭工法で杭頭部無筋の工法を併用した場

合における引張定着長さについては、上表に示される定着長さに加え、鋼管とコンクリート

との荷重伝達における定着長さも考慮する必要がある。 

なお、この場合の鋼管とコンクリートとの荷重伝達における定着長さは本工法の評定範囲外であ

るため、鋼管等の仕様に応じて設計者が適切に判断する必要がある。
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2.4 杭頭部形状・補強仕様 

(1)杭頭接合部断面形状 

a．杭頭接合部の断面は、杭体部の断面形と同断面又は縮小断面形とする。 

縮小断面の大きさは、杭体部杭径の 0.7 倍以上、かつ 1.0 倍未満とする。 

この縮小断面を絞り部と定義する。 

b. 杭頭縮小断面の標準形は、絞り係数ν=0.7 又は 0.85 とする。 

ここで、Dt：杭頭部縮小断面の直径（＝絞り部の直径） 

D ：杭体断面の直径 

ν：絞り係数（＝Dt/D） 

νの値を 0.7 以上と規定した根拠は、杭頭最小部圧縮試験にて、絞り係数ν＝0.7

の条件で、支圧効果によるコンクリート強度上昇が十分発揮され、必要とする耐力を

確保出来たことによる。 

絞り有り（ν=0.7）      絞り有り（ν=0.85）     絞り無し（ν=1.0）  

図 2.4.1 杭頭接合部断面形状 

(2)引張定着筋配置形状 

a．引張定着筋は主に、地震時に作用する杭頭部引張力に抵抗させるため、杭体とパイル

キャップに定着させる。 

b．引張定着筋は、杭芯を中心とする円形配置を標準とする。ただし、正方形配置も可と

する。 

c．円形配置の原則は以下とする。 

① 引張定着筋の最小配置本数は 4 本とする。 

② 引張定着筋の最小配置間隔（ピッチ）は、鉄筋径（公称径）の 3.7 倍かつシース

外径の 2.5 倍とする。 

③ かぶり厚さ 100mm において円形配置とした時の鉄筋－鉄筋の直径（Dc）は以下を

標準とし（図 2.4.2 参照）、設計上用いる配置径（tD）は表 2.4.1 の Dcmax を超

えない範囲で設定する。 

絞り有り（ν＝0.7 ）：Dc＝（杭径 D－200）×0.70 

（ν＝0.85）：Dc＝（杭径 D－200）×0.70～0.90 

絞り無し（ν＝1.0 ）：Dc＝（杭径 D－200）×0.70～0.90 
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表 2.4.1 引張定着筋の配置径 Dcの最大値 Dcmax (円形配置) 
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表 2.4.2 引張定着筋の配置径 Dcの最大値 Dcmax (正方形配置) 
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絞り有り（ν=0.7）    絞り有り（ν=0.85）    絞り無し（ν=1.0） 

図 2.4.2 引張定着筋配置形状 

(3)ＰＣリングと杭頭部の納まり 

＊杭頭レベルは杭頭モルタル天端 

＊場所打ち鋼管コンクリート杭の鋼管天端レベルは杭頭レベル－50 ㎜ 

図 2.4.3 ＰＣリング-杭頭部形状 

側面緩衝材 (発泡ポリエチレン) 

杭頭モルタル 

引張定着筋

杭径 D

Dc=(D-200)×(0.7～0.9)

引張定着筋

杭径 D

Dc=(D-200)×(0.7～0.9)

0.85D

D D

Dc Dc

引張定着筋

杭径 D

Dc=(D-200)×0.7

0.7D

D

Dc

上面緩衝材 (発泡ポリエチレン) 
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(4)杭頭部補強 

杭頭部とは杭天端より下方へ杭径の５倍までの範囲をいい、この範囲の補強は原則とし

てウルボン材を用いて以下の要領にて行う。

ａ.上部１Ｄの補強要領 

 上部１Ｄはウルボン材を用いる。せん断補強筋比は 0.15％かつ設計せん断力に必要な

せん断補強筋比以上とし、配筋間隔は＠100 以下とする。なお、束ねフープを用いた

場合は＠125 以上、＠150 以下としてよい。 

 ただし場所打ち鋼管コンクリート杭の場合、１～５Ｄ部分のウルボン材による補強は

必須ではない。 

ｂ.上部１Ｄの下４Ｄの補強要領 

 上部１Ｄの下４Ｄの配筋間隔は＠150 以下とし、ウルボン材又はＳＤ材（短期許容応

力度設計のみとした場合に限る）を用いる。ウルボン材を用いる場合のせん断補強筋

比は 0.1％以上とする。 

1.0 D (mm) 4.0 D (mm)
Ⅰ Ⅱ

800 800 3200
900 900 3600
1000 1000 4000
1100 1100 4400
1200 1200 4800
1300 1300 5200
1400 1400 5600
1500 1500 6000
1600 1600 6400
1700 1700 6800
1800 1800 7200
1900 1900 7600
2000 2000 8000
2100 2100 8400
2200 2200 8800
2300 2300 9200
2400 2400 9600
2500 2500 10000
2600 2600 10400
2700 2700 10800
2800 2800 11200
2900 2900 11600
3000 3000 12000

杭径D(mm)

表 2.4.3 杭頭部せん断補強範囲

図 2.4.4 杭体補強要領 
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3．設計基準 

3.1 一般事項 

 本設計基準は、キャプテンパイル工法（略称：ＣＴＰ工法）を用いて設計を行う場合につ

いて示す。

(1)設計条件 

本設計基準は、主として許容応力度設計を行う際の本工法の設計および杭基礎等の検討

に適用する。 

(2)適用範囲 

1) 対象とする建物

建物規模、形状および構造種別等についての制限は特にない。ただし、杭頭曲げの処理に

ついては以下の条件を満足するものとする。

地震時における杭の水平抵抗によって杭頭の固定度に応じた杭頭曲げが発生するた

め、杭の曲げ戻しモーメントの処理として基礎梁あるいはこれに類する抵抗部材を配

置する。 

2) 対象とする杭工法 

対象とする杭工法仕様は下記とする。 

① 適用杭工法 

場所打ちコンクリート杭及び場所打ち鋼管コンクリート杭 

② 適用杭径 

杭径 800mm～3000mm 

③ 杭体コンクリート強度 

設計基準強度 Fc≧21N/mm2（RC 規準、JASS5 に準ずる） 

3) 本工法以外の杭頭接合工法との併用 

同一建物において、本工法と在来一般工法※を併用することができる。 

※在来一般工法とは、杭頭鉄筋等をパイルキャップへ定着させた杭頭接合法及びこれに類する工法を言う。 

(3)準拠規準  

本設計基準に記載の無い事項については、以下の規準および指針等に準拠すること。 

・2025 年版 建築物の構造関係技術規準解説書 国土技術政策総合研究所、建築研究所、2025.6

・地震力に対する建築物の基礎の設計指針 付・設計例題 日本建築センター、 1989.11 

・建築基礎構造設計指針                 日本建築学会、    2019.11 

・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説             日本建築学会、   2024.12 

・鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説          日本建築学会、    2014.11 

・建築工事標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリート工事   日本建築学会、  2022.11 
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0

1
,
9
8
0

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -p
D
1

ν
=
1
.
0
0

表
-
3
 
杭

頭
絞
り

係
数
(
ν
)
に
応

じ
た
引

張
定
着
筋

配
置
径

と
上
面

緩
衝
材

内
径
(
p
D
1
)

杭
径

D

注
:
上

記
寸
法

は
杭
鉄

筋
か
ぶ

り
が
1
0
0
m
m
の

場
合
の

標
準
寸

法
で
あ

る
。
他

の
仕
様

や
か
ぶ

り
寸
法

が
異
な

る
場

合
な
ど

は
、
杭

断
面
表

を
参
照

の
こ
と

。

円
形

配
置

表
-
4
 
引

張
定
着

筋
と
シ
ー

ス
径

の
関
係

呼
び
名
 
(
下

段
 
最
外

径
 m
m
)

D
2
9

D
32

D
3
5

D3
8

D
4
1

シ
ー

ス
(
m
m
)

3
3

3
6

40
4
3

外
径

内
径

5
3

5
0

○

5
5

5
2

○
○

5
8

5
5

○
○

6
1

5
8

○
○

6
3

6
0

○
○

D

重
ね

継
手

500以上500以上

重
ね
継
手

d)
の

場
合

１
．

現
場
で

の
加
熱
・

切
断

及
び
加

工
不
可

。

ウ
ル
ボ
ン

筋
の
注

意
事

項

ｅ
）
フ

ッ
ク
が

主
筋
に
掛

か
る

場
合

1巻
き

以
上

の
添

え
巻

き

②
定

着
用

鉄
筋

を
用

い
る

場
合 定

着
用

鉄
筋

L＝
1,
00

0m
m以

上
D1

6以
上

1巻
き

以
上

500mm以上 500mm以上

1.
5巻

き
以

上

①
添

え
巻

き
す

る
場

合

ｆ
）

フ
ッ
ク

が
主
筋

に
掛
か

か
ら
な

い
場
合
は

添
え

巻
き
ま
た

は
定

着
用
鉄

筋
を
用
い

る

は
つ
り
面

杭
頭

追
加
フ

ー
プ

高
止
り

対
策
フ

ー
プ

a
)
円

形
フ

ッ
ク

付
き

単
筋

（
1
巻

き
）

定
着
筋

D1
6以

上
L=

1,
00

0m
m以

上

フ
ッ

ク
を
主
筋

に
掛

け
１
巻
き

以
上
の

添
え
巻

125

b)
巻

き
始

め

（
円
形

ス
パ
イ
ラ

ル
の
重

ね
継

手
）

c)
フ

ッ
ク

が
主

筋
に

掛
か

る
場

合

d)
フ

ッ
ク

が
主

筋
に

掛
か

ら
な

い
場

合

重
ね
継
手

10
0d

以
上

の

D1
6以

上
,L

=1
,0

00
mm

以
上

定
着

用
鉄
筋

重
ね
継
手

重
ね
継

手
c)
の

場
合

5
d

d

12
d以

上

d

5
d

8d
以

上

（
１
）

曲
げ

直
径

･余
長

13
5°

フ
ッ

ク

（
２

）
杭
頭

部

（
３
）

杭
中
間
部

（
４

）
鉄
筋
か

ご
の
端

部
お

よ
び
杭
先

端
部

（
５

）
高
止
り

対
策
を

行
う

場
合

２
．

ウ
ル
ボ
ン

ス
パ
イ

ラ
ル
を

直
接
地

上
に
置

か
ず
、

ま
た
、
風

雨
に

さ
ら
さ

ず
、
泥

、
油
な

ど
の
汚

れ
を
避

け
る
。

３
．

鉄
筋
籠

組
立
の
際

、
ウ

ル
ボ
ン

ス
パ
イ

ラ
ル
相
互

、
及

び
、
ウ
ル

ボ
ン

ス
パ
イ

ラ
ル
と
主

筋
の
溶

接
は
行

わ
な
い

。

90
°

フ
ッ

ク
（

標
準

）

a
)
U
1
2
.
6
 

円
形

フ
ッ

ク
付

き
単

筋
(
1
巻

き
）

a
)
U
1
2
.
6
 
円

形
フ

ッ
ク

付
き

単
筋

杭
頭

追
加

フ
ー

プ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
1
巻

き
）

a
)
U
1
2
.
6
 

円
形

フ
ッ

ク
付

き
単

筋
（

1
巻

き
）

1
巻

き
以

上
の

添
え

巻
き

b)
巻

き
始

め

は
つ

り
面

（
上

面
30
～

40
)

※
せ

ん
断

補
強
筋
の

仕
様

は
、
杭

断
面
表
を

参
照
。

10
0d

以
上

の

125

b
)
円

形
ス

パ
イ

ラ
ル

巻
き

始
め

所
定

配
筋

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾁ
以

下
の

位
置

よ
り

巻
き

始
め

フ
ッ

ク
を

主
筋

に
掛

け

１
巻

以
上

の
添

え
巻

き
を

行
う

5Dを超える範囲
＠300以下

U9.0,U10.7,U12.6,U15,U17

1Dを超え5D以下の範囲

(
フ

ッ
ク

外
々

寸
法

)
フ

ッ
ク

重
な

り
代

7
d

＠100以下
U12.6,U15,U17

1D以下の範囲

又は束ねフープ
＠125以上150以下

所
定
ピ

ッ
チ
以

下

杭
頭

追
加

フ
ー
プ

杭
頭
レ

ベ
ル

12520

F
c
=2
4

F
c
=2
7

F
c
≧

3
0

F
c
=2
4

F
c
=2
7

F
c
≧

3
0

1
,0
0
0

9
0
0

1
,0
0
0

1
,0
5
0

1
,1
0
0

9
0
0

D
3
8

S
D
3
9
0

D
4
1

1
,
10
0

1
,
00
0

1
,
00
0

1
,
1
0
0

1
,
1
5
0

1
,
2
0
0

D
38

1
,
2
5
0

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
5
0

1
,
3
0
0

1
,
3
5
0

D
4
1

1
,
4
00

1
,
2
50

1
,
2
50

1
,
3
5
0

1
,
4
0
0

1
,
5
0
0

SD
4
9
0

1
,
9
5
0

1
,
7
5
0

1
,
7
0
0

1
,
8
5
0

1
,
9
5
0

2
,
0
5
0

D
4
1

S
D
6
8
5

9
,
1
79

1
1
,
0
1
4

1
4
,
6
8
6

7,
3
4
3

5
,
5
0
7

3
,
6
7
1

1
8
,3
5
8

D
4
1

S
D
6
8
5

D
3
8

4
,
4
4
6

5
,
3
3
5

7,
1
1
3

3
,
5
5
6

2
,
6
6
7

1
,
7
7
8

8
,
8
9
2

5
,
2
2
6

6
,
2
7
1

8,
3
6
1

4
,
1
8
0

3
,1
3
5

2
,
0
9
0

1
0
,
4
5
2

D
4
1

S
D
3
9
0

5
,
5
8
6

6
,7
0
2

8
,
9
3
6

4
,
4
6
8

3
,
3
5
1

2
,
2
3
4

1
1
,
1
7
2

D
3
8

6
,
5
66

7
,8
7
9

1
0
,
5
0
5

5
,
2
5
2

3
,
9
3
9

2
,
6
2
6

1
3
,
1
3
2

D
4
1

SD
4
9
0

4
本

6
本 8
本

1
0
本

1
2
本

1
6
本

2
0
本

鉄
筋
材

質

鉄
筋

径

鉄
筋

径

鉄
筋

材
質

t
L
1
+
t
L
2+
1
5
0

*
注

2

D
3
8

D
4
1

S
D
5
9
0

1
,
9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
7
5
0

1
,
7
0
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
5
0

1
,
9
5
0

1
,
9
5
0

1
,
8
5
0

2
,
0
5
0

D3
8

D
4
1

S
D
5
9
0

2,
6
9
0

4
,0
3
5

5
,
3
8
0

6
,
7
2
6

8
,
0
7
1

1
0
,
7
6
1

1
3
,
4
5
2

3,
1
6
2

4
,
7
4
3

6
,
32
4

7
,
9
0
6

9
,
4
8
7

12
,
6
4
9

1
5
,
8
1
2

（
2
0
2
6
.
0
4
.0
1バ

ー
ジ
ョ

ン
）

P
C
リ

ン
グ P
C
リ

ン
グ

天
端

レ
ベ

ル

杭
頭

レ
ベ

ル
(
=
杭
頭

モ
ル

タ
ル

天
端

)

パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
下

端
レ

ベ
ル

下
端

緩
衝

材
(
仮

設
)

(
P
C
リ

ン
グ

の
へ

り
あ

き
)

杭
頭

モ
ル

タ
ル

パ
イ

ル
キ
ャ

ッ
プ

外
面

（
発

泡
ポ
リ
エ

チ
レ

ン
）

〈
 
〉

の
数

字
は

杭
径

≧
2
1
0
0
m
m

〈
 
〉
の
数

字
は
杭

径
≧

2
1
0
0
m
m

〈
 
〉

の
数
字

は
杭
径

≧
2
1
0
0
m
m

1
.
 
上
記

以
外
の

本
数
タ
イ

プ
に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ
て

個
別
に
算

出
す

る
も
の

と
す
る
。

2
.
 
引
張

定
着
筋

の
短
期
許

容
引
張

力
s
P
t

 
 
s
P
t
=
n
*
A
*
s
f
t

 
 
n
:
引

張
定

着
筋
本
数

 
 
A
:
引

張
定

着
筋
1本

あ
た

り
の
断

面
積

 
 
s
f
t
:
引
張

定
着
筋
1
本
あ

た
り
の

短
期
許

容
応
力

度

 
 
大

臣
認

定
品

と
す
る

。
(
設
計

施
工

マ
ニ
ュ
ア

ル
・
付

2
 
大
臣

認
定
番

号
一
覧

表
に
記

載
の
鉄
筋

に
限

る
)

3
.
 
SD
5
9
0
、

S
D
6
8
5
を
使
用

す
る
場

合
は
、

建
築
基
準

法
第
3
7
条
二

号
の
規
定

に
よ

る
指
定

建
築
材
料

の

L
1

：
P
Cリ

ン
グ

定
着

筋
定

着
長

さ

L
2

：
P
Cリ

ン
グ

定
着

筋
全

長

t
L1

：
引

張
定

着
筋

の
パ

イ
ル

キ
ャ

ッ
プ

へ
の

設
計

定
着

長
さ

t
L2

：
引

張
定

着
筋

の
杭

体
へ

の
設

計
定

着
長

さ

標
準

tL
3

：
引

張
定

着
筋

の
標

準
施

工
長

さ
(t

L
1+

t
L2

+
15

0
mm

)

h
r

：
P
Cリ

ン
グ

高
さ

ν
:
絞
り
係

数
(
D
t
/
D
)
、

 
t
D
:
設
計

に
用
い

た
引

張
定

着
筋
配

置
径
(
芯

々
寸
法
)
、
 
p
D
1
:
上
面

緩
衝
材
内

径

4
6

またはSD材＠150以下

設
計

に
用

い
た

引
張

定
着

筋
配

置
径

(芯
々

押
え

)

3-3



（
１

）
杭

頭
接

合
タ

イ
プ

区
分

p
D
2

p
D
1

上
面
緩

衝
材

（
発
泡
ポ

リ
エ

チ
レ
ン

）

20
mm

(杭
径

 8
00

～
2,

00
0φ

)
30

mm
(杭

径
2,

10
0～

3,
00

0φ
)

絞
り

係
数

 
0
.
7
0

絞
り

係
数

 
0
.
8
5

立
断

面
図

タ
イ

プ
Ⅰ

引
張

定
着

筋
：

有

絞
り

 
 

 
：

有

タ
イ

プ
Ⅱ

引
張

定
着

筋
：

有

絞
り

 
 

 
：

無

備
考

平
断

面
図

詳
細

図

タ
イ

プ
Ⅲ

タ
イ

プ
Ⅳ

引
張

定
着

筋
：

無

絞
り

 
 

 
：

有

引
張

定
着

筋
：

無

絞
り

 
 

 
：

無

p
D
2

p
D
1

上
面
緩
衝

材
（

発
泡
ポ

リ
エ
チ

レ
ン
）

20
mm

(杭
径

 8
00

～
2,

00
0φ

)
30

mm
(杭

径
2,

10
0～

3,
00

0φ
)

tB

絞
り

係
数
 
0
.
7
0

絞
り

係
数
 
0
.
8
5

r
D
1

D

tB

r
D
1

D

杭
種

：
場

所
打

ち
杭

D
：

杭
径

rD
1

：
PC

リ
ン

グ
内

径

rD
2

：
PC

リ
ン

グ
外

径

pD
1

：
上

面
緩

衝
材

内
径

pD
2

：
上

面
緩

衝
材

外
径

 =
r
D1

tB
：

Dt
：

絞
り

部
直

径
(
=p

D
1)

ν
：

絞
り

係
数

(=
D
t/

D
)

定
着

筋

引
張

定
着

筋

L1

PC
リ

ン
グ

杭
頭

レ
ベ

ル

tL1

t
D D

L2

引
張
定

着
筋
有

り

hr

側
面

緩
衝
材

（
発

泡
ポ
リ
エ

チ
レ

ン
）

厚
さ
2
0
m
m

上
面
緩

衝
材

（
発

泡
ポ
リ
エ

チ
レ

ン
）

標準tL3

定
着

筋

PC
リ

ン
グ

杭
頭

レ
ベ

ル

D

引
張
定
着

筋
無

し

側
面

緩
衝

材
（

発
泡
ポ
リ

エ
チ

レ
ン
）

厚
さ

2
0
m
m

上
面

緩
衝
材

（
発

泡
ポ
リ

エ
チ

レ
ン
）

L1

L2

hr

ウ
ル
ボ

ン
筋

シ
ー

ス

ウ
ル

ボ
ン
筋

引
張
定

着
筋

引
張
定

着
筋

r
D2

r
D
2

5
0

50

20〈30〉

50 100tL2

5
0

50

20〈30〉

パ
イ
ル

キ
ャ
ッ

プ
部

F
c

杭
体

F
c

(
2)
 
引

張
定
着

筋
仕

様

注
1
:
表

に
な
い

仕
様
は
、

杭
リ

ス
ト
ま

た
は
設
計
施

工
マ

ニ
ュ
ア

ル
に

よ
る

。

注
2
:
上

記
引
張

定
着
筋
長

は
設

計
必
要

長
で
あ
る
た

め
、

施
工
誤

差
を

含
ん

だ
長

さ
で
発

注
す

る
。

 
 
施
工

長
 
 
標

準
t
L
3
=
(
tL
1
+
5
0
)
+
(
t
L
2
+
10
0
)
=
tL
1
+
t
L
2
+
1
5
0
を

標
準
と
す

る
。

標
準

t
L
3

t
L1 t
L
2

表
-
1
 
引

張
定
着

筋
 
必
要

定
着

長
さ
(
シ
ー

ス
タ
イ
プ

、
定
着

板
な
し
)
*
注

1

表
-
2
 
引

張
定
着

筋
の
短
期

許
容

引
張
力

 
s
P
t(
k
N
)

備
考

短
期
許

容
引

張
力

4
4
0

5
1
0

5
8
0

6
5
0

7
2
0

7
9
0

8
6
0

9
4
0

1
,
0
1
0

1
,
0
8
0

1
,
1
5
0

1
,
2
2
0

1
,
2
8
0

1
,
3
4
0

1
,
4
0
0

1
,
4
6
0

1
,
5
2
0

1
,
5
8
0

1
,
6
4
0

1
,
7
0
0

9
3
5

1
,
0
2
0

1
,
1
0
5

1
,
1
9
0

1
,
2
7
5

1
,
3
6
0

1
,
4
4
5

1
,
5
3
0

1
,
6
1
5

1
,
7
0
0

1
,
7
8
5

1
,
8
7
0

1
,
9
5
5

2
,
0
4
0

2
,
1
2
5

2
,
2
1
0

2
,
2
9
5

2
,
3
8
0

2
,
4
6
5

2
,
5
5
0

4
4
0

4
9
0

54
0

59
0

6
4
0

6
9
0

7
4
0

7
9
0

84
0

89
0

9
4
0

9
9
0

1
,
0
3
0

1
,
0
8
0

1
,
1
3
0

1
,
1
8
0

1
,
2
3
0

1
,
2
8
0

1
,
3
3
0

1
,
3
8
0

7
7
0

8
4
0

9
1
0

9
8
0

1
,
0
5
0

1
,
1
2
0

1
,
1
9
0

1
,
2
6
0

1
,
3
3
0

1
,
4
0
0

1
,
4
7
0

1
,
5
4
0

1
,
6
1
0

1
,
6
8
0

1
,
7
5
0

1
,
8
2
0

1
,
8
9
0

1
,
9
6
0

2
,
03
0

2
,
10
0

断
面
表

参
照

表
-
3
 
杭

頭
絞
り

係
数
(
ν
)
に
応

じ
た
引

張
定
着
筋

配
置
径

と
上
面

緩
衝
材

内
径
(
p
D
1
)

8
0
0

90
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

1
,
3
0
0

1
,
4
0
0

1
,
5
0
0

1
,
6
0
0

1
,
7
0
0

1
,
8
0
0

1
,
9
0
0

2
,
0
0
0

2
,
1
0
0

2
,
2
0
0

2
,
3
0
0

2
,
4
0
0

2
,
5
0
0

2
,
6
0
0

2
,
7
0
0

2
,
8
0
0

2
,
9
0
0

3
,
0
0
0

杭
径

D
t
B

p
D
1

ν
=
1
.
0
0

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

4
4
0

5
1
0

5
8
0

6
5
0

7
2
0

7
9
0

8
6
0

94
0

1
,
0
1
0

1
,
0
8
0

1
,
1
5
0

1
,
2
2
0

1
,
2
9
0

1
,
3
6
0

1
,
4
3
0

1
,
5
0
0

1
,
5
7
0

1
,
6
4
0

1
,
7
1
0

1
,
7
8
0

t
B

p
D
1

t
B

p
D
1

ν
=
0
.
8
5

ν
=
0
.
7
0

注
:
上

記
寸
法

は
杭
鉄

筋
か
ぶ

り
が
1
0
0
m
m
の

場
合
の

標
準
寸

法
で
あ

る
。
他

の
仕
様

や
か
ぶ

り
寸
法

が
異
な

る
場

合
な
ど

は
、
杭

断
面
表

を
参
照

の
こ
と

。

正
方
形
配

置

表
-
4
 
引

張
定
着

筋
と
シ
ー

ス
径

の
関
係

呼
び
名
 
(
下

段
 
最
外

径
 m
m
)

D
2
9

D
32

D
3
5

D3
8

D
4
1

シ
ー

ス
(
m
m
)

3
3

3
6

40
4
3

外
径

内
径

5
3

5
0

○

5
5

5
2

○
○

5
8

5
5

○
○

6
1

5
8

○
○

6
3

6
0

○
○

D

重
ね

継
手

500以上500以上

重
ね
継
手

d)
の

場
合

１
．

現
場
で

の
加
熱
・

切
断

及
び
加

工
不
可

。

ウ
ル
ボ
ン

筋
の
注

意
事

項

杭
頭

追
加

フ
ー
プ

ｅ
）
フ

ッ
ク
が

主
筋
に
掛

か
る

場
合

1巻
き

以
上

の
添

え
巻

き

②
定

着
用

鉄
筋

を
用

い
る

場
合 定

着
用

鉄
筋

L＝
1,
00

0m
m以

上
D1

6以
上

1巻
き

以
上

500mm以上 500mm以上

1.
5巻

き
以

上

①
添

え
巻

き
す

る
場

合

ｆ
）

フ
ッ
ク

が
主
筋

に
掛
か

か
ら
な

い
場
合
は

添
え

巻
き
ま
た

は
定

着
用
鉄

筋
を
用
い

る

は
つ
り
面

杭
頭

追
加
フ

ー
プ

高
止
り

対
策
フ

ー
プ

a
)
円

形
フ

ッ
ク

付
き

単
筋

（
1
巻

き
）

定
着
筋

D1
6以

上
L=

1,
00

0m
m以

上

フ
ッ

ク
を
主
筋

に
掛

け
１
巻
き

以
上
の

添
え
巻

125

b)
巻

き
始

め

（
円
形

ス
パ
イ
ラ

ル
の
重

ね
継

手
）

c)
フ

ッ
ク

が
主

筋
に

掛
か

る
場

合

d)
フ

ッ
ク

が
主

筋
に

掛
か

ら
な

い
場

合

重
ね
継
手

10
0d

以
上

の

D1
6以

上
,L

=1
,0

00
mm

以
上

定
着

用
鉄
筋

重
ね
継
手

重
ね
継

手
c)
の

場
合

5
d

d

12
d以

上

d

5
d

8d
以

上

（
１
）

曲
げ

直
径

･余
長

13
5°

フ
ッ

ク

（
２

）
杭
頭

部

（
３
）

杭
中
間
部

（
４

）
鉄
筋
か

ご
の
端

部
お

よ
び
杭
先

端
部

（
５

）
高
止
り

対
策
を

行
う

場
合

２
．

ウ
ル
ボ
ン

ス
パ
イ

ラ
ル
を

直
接
地

上
に
置

か
ず
、

ま
た
、
風

雨
に

さ
ら
さ

ず
、
泥

、
油
な

ど
の
汚

れ
を
避

け
る
。

３
．

鉄
筋
籠

組
立
の
際

、
ウ

ル
ボ
ン

ス
パ
イ

ラ
ル
相
互

、
及

び
、
ウ
ル

ボ
ン

ス
パ
イ

ラ
ル
と
主

筋
の
溶

接
は
行

わ
な
い

。

90
°

フ
ッ

ク
（

標
準

）

a
)
U
1
2
.
6
 

円
形

フ
ッ

ク
付

き
単

筋
(
1
巻

き
）

a
)
U
1
2
.
6
 
円

形
フ

ッ
ク

付
き

単
筋

杭
頭

追
加

フ
ー

プ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
1
巻

き
）

a
)
U
1
2
.
6
 

円
形

フ
ッ

ク
付

き
単

筋
（

1
巻

き
）

1
巻

き
以

上
の

添
え

巻
き

b)
巻

き
始

め

は
つ

り
面

（
上

面
30
～

40
)

※
せ

ん
断

補
強
筋
の

仕
様

は
、
杭

断
面
表
を

参
照
。

10
0d

以
上

の

125

所
定
ピ

ッ
チ
以

下

b
)
円

形
ス

パ
イ

ラ
ル

巻
き

始
め

所
定

配
筋

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾁ
以

下
の

位
置

よ
り

巻
き

始
め

フ
ッ

ク
を

主
筋

に
掛

け

１
巻

以
上

の
添

え
巻

き
を

行
う

125

5Dを超える範囲
＠300以下

U9.0,U10.7,U12.6,U15,U17

1Dを超え5D以下の範囲

＠100以下
U12.6,U15,U17

1D以下の範囲

杭
頭
レ

ベ
ル

20

又は束ねフープ
＠125以上150以下

フ
ッ

ク
重

な
り

代
(
フ

ッ
ク

外
々

寸
法

)
7
d

キ
ャ

プ
テ

ン
パ

イ
ル

工
法

基
準

図
（

2）

引
張

定
着

筋
・

ウ
ル

ボ
ン

配
筋

図
(
正

方
形

配
置

)

7.
ウ

ル
ボ

ン
配

筋
標

準
図

6.
引

張
定

着
筋

と
絞

り
率

※
キ

ャ
プ
テ

ン
パ

イ
ル
工
法

に
お
い

て
、

引
張

定
着

筋
の

仕
様
は

設
計
・
施
工

マ
ニ
ュ

ア
ル

に
準
拠

し
た
変

更
は
可

と
す
る

。

※
キ

ャ
プ

テ
ン

パ
イ

ル
工

法
に

お
い

て
、

引
張

定
着

筋
の

仕
様

は
設

計
・

施
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

準
拠

し
た

変
更

は
可

と
す

る
。

1
,
9
5
0

1
,
7
5
0

1
,
7
0
0

1
,
8
5
0

1
,
9
5
0

2
,
0
5
0

D
4
1

S
D
6
8
5

9
,
1
79

1
1
,
0
1
4

1
4
,
6
8
6

7,
3
4
3

5
,
5
0
7

3
,
6
7
1

1
8
,3
5
8

D
4
1

S
D
6
8
5

(
m
m
)

F
c
=
2
4

F
c
=
2
7

F
c
≧

3
0

F
c
=
2
4

F
c
=
2
7

F
c
≧

3
0

1
,
0
0
0

90
0

90
0

1
,
0
0
0

1
,
0
5
0

1
,
1
0
0

D
3
8

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
5
0

1
,
2
0
0

S
D
3
9
0

D
4
1

D
38

1
,
2
5
0

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
5
0

1
,
3
0
0

1
,
3
5
0

SD
4
9
0

D
4
1

1
,
40
0

1
,
25
0

1
,
25
0

1
,
3
5
0

1
,
4
0
0

1
,
5
0
0

鉄
筋

材
質

鉄
筋

径
D
3
8

D
4
1

S
D
5
9
0

1
,
9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
7
5
0

1
,
7
0
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
5
0

1
,
9
5
0

1
,
9
5
0

1
,
8
5
0

2
,
0
5
0

S
D
3
9
0

S
D
4
9
0

4
本

6
本 8
本

1
0
本

1
2
本

1
6
本

2
0
本

鉄
筋
材

質

鉄
筋

径

4
,
4
4
6

5
,
3
3
5

7
,1
1
3

D3
8

3
,
5
5
6

2
,
6
6
7

1
,
7
7
8

8
,
8
9
2

D
4
1

5
,
2
2
6

6
,
2
7
1

8,
3
6
1

4
,
1
8
0

3
,1
3
5

2
,
0
9
0

1
0
,
4
5
2

D
3
8

5
,
5
8
6

6
,
7
02

8
,
9
3
6

4
,
4
6
8

3
,
3
5
1

2
,
2
3
4

1
1
,
1
7
2

D
41

6
,
5
6
6

7
,
8
7
9

1
0
,
5
05

5
,
2
5
2

3
,
9
3
9

2
,
6
2
6

1
3
,1
3
2

D3
8

D
4
1

S
D
5
9
0

2,
6
9
0

4
,0
3
5

5
,
3
8
0

6
,
7
2
6

8
,
0
7
1

1
0
,
7
6
1

1
3
,
4
5
2

3,
1
6
2

4
,
7
4
3

6
,
32
4

7
,
9
0
6

9
,
4
8
7

12
,
6
4
9

1
5
,
8
1
2

t
L
1
+
t
L
2+
1
5
0

*
注

2

（
2
0
2
6
.
0
4
.0
1バ

ー
ジ
ョ

ン
）

パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
配

筋

かぶり厚

(
仮

設
)

レ
ベ

ル
調

整
プ

レ
ー

ト
(
仮
設

)

50
60

〈90〉
90

〈110〉

200〈250〉

10
0以

上

Ｐ
Ｃ

リ
ン

グ
納

ま
り

詳
細

図

20

シ
ー

ス
管

及
び

主
筋

の
天

端

杭
径

整
形

ガ
イ

ド
リ

ン
グ

(
内

法
≧

杭
径

)

P
C
リ

ン
グ P
C
リ

ン
グ

天
端

レ
ベ

ル

杭
頭

レ
ベ

ル
(
=
杭
頭

モ
ル

タ
ル

天
端

)

パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
下

端
レ

ベ
ル

下
端

緩
衝

材
(
仮

設
)

(
P
C
リ

ン
グ

の
へ

り
あ

き
)

杭
頭

モ
ル

タ
ル

パ
イ

ル
キ
ャ

ッ
プ

外
面

〈
 
〉

の
数

字
は

杭
径

≧
2
1
0
0
m
m

〈
 
〉
の
数

字
は
杭

径
≧

2
1
0
0
m
m

〈
 
〉

の
数
字

は
杭
径

≧
2
1
0
0
m
m

1
.
 
上
記

以
外
の

本
数
タ
イ

プ
に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ
て

個
別
に
算

出
す

る
も
の

と
す
る
。

2
.
 
引
張

定
着
筋

の
短
期
許

容
引
張

力
s
P
t

 
 
s
P
t
=
n
*
A
*
s
f
t

 
 
n
:
引

張
定

着
筋
本
数

 
 
A
:
引

張
定

着
筋
1本

あ
た

り
の
断

面
積

 
 
s
f
t
:
引
張

定
着
筋
1
本
あ

た
り
の

短
期
許

容
応
力

度

 
 
大

臣
認

定
品

と
す
る

。
(
設
計

施
工

マ
ニ
ュ
ア

ル
・
付

2
 
大
臣

認
定
番

号
一
覧

表
に
記

載
の
鉄
筋

に
限

る
)

3
.
 
SD
5
9
0
、

S
D
6
8
5
を
使
用

す
る
場

合
は
、

建
築
基
準

法
第
3
7
条
二

号
の
規
定

に
よ

る
指
定

建
築
材
料

の

L
1

：
P
Cリ

ン
グ

定
着

筋
定

着
長

さ

L
2

：
P
Cリ

ン
グ

定
着

筋
全

長

t
L1

：
引

張
定

着
筋

の
パ

イ
ル

キ
ャ

ッ
プ

へ
の

設
計

定
着

長
さ

t
L2

：
引

張
定

着
筋

の
杭

体
へ

の
設

計
定

着
長

さ

標
準

tL
3

：
引

張
定

着
筋

の
標

準
施

工
長

さ
(t

L
1+

t
L2

+
15

0
mm

)

h
r

：
P
Cリ

ン
グ

高
さ

ν
:
絞
り
係

数
(
D
t
/
D
)
、

 
t
B
:
設
計

に
用
い

た
引

張
定

着
筋
配

置
径
(
芯

々
寸
法
)
、
 
p
D
1
:
上
面

緩
衝
材
内

径

4
6

またはSD材＠150以下

設
計

に
用

い
た

引
張

定
着

筋
配

置
径

(芯
々

押
え

)

3-4



場
所

打
ち

鋼
管

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭

注
）

1.
詳

細
は

、
施

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

参
照

図
2 

引
張

定
着

筋
な

し

定
着

筋

引
張

定
着

筋

PC
リ

ン
グ

図
3 

引
張

定
着

筋
あ

り

※
1

※
1 

場
所

打
ち

鋼
管

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
も

含
む

。

図
1 

杭
頭

接
合

部
の

概
要

PC
リ

ン
グ

パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
（

フ
ー

チ
ン

グ
）

定
着

筋

杭
頭

半
固

定
接

合
と

す
る

工
法

で
あ

る
。

杭
頭

接
合

部
の

概
要

を
図

1に
示

す
。

不
要

と
な

る
。

但
し

、
引

抜
き

抵
抗

用
の

引
張

定
着

筋
な

し
（

図
2）

、
引

張
定

着
筋

あ
り

（
図

3）
の

2タ
イ

プ
を

用
意

し
て

い
る

。

す
る

も
の

と
す

る
。

（
１

）
対

象
と

す
る

建
物

（
２

）
対

象
と

す
る

杭
工

法

杭
径

 
80

0m
m～

3,
00

0m
m

基
礎

梁
あ

る
い

は
こ

れ
に

類
す

る
抵

抗
部

材
を

配
置

す
る

。

 
対

象
と

す
る

杭
工

法
は

、
場

所
打

ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

工
法

と
す

る
。

 
同

一
建

物
に

お
い

て
、

本
工

法
と

在
来

一
般

工
法

を
併

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

本
工

法
で

対
象

と
す

る
杭

径
は

下
記

の
通

り
で

あ
る

。
場

所
打

ち
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

（
ア

ー
ス

ド
リ

ル
杭

等
）

（
３

）
本

工
法

以
外

の
杭

頭
接

合
工

法
と

の
併

用

 
本

工
法

は
、

場
所

打
ち

杭
の

杭
頭

に
リ

ン
グ

状
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

(以
下

PC
リ

ン
グ

)を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、

 
建

物
規

模
、

形
状

お
よ

び
構

造
種

別
等

に
つ

い
て

の
制

限
は

特
に

な
い

。
但

し
、

杭
頭

曲
げ

、
引

抜
き

等
の

処
理

に
つ

い
て

は
以

下
の

条
件

を
満

足

註
）

 
在

来
一

般
工

法
と

は
、

杭
頭

鉄
筋

等
を

パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
へ

定
着

さ
せ

た
杭

頭
固

定
接

合
法

及
び

こ
れ

に
類

す
る

工
法

を
言

う
。

 
PC

リ
ン

グ
は

定
着

筋
に

よ
り

パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
に

定
着

し
、

杭
に

は
定

着
し

な
い

。
ま

た
、

従
来
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コ
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リ
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：
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リ
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リ
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1
2
0

1
,
1
9
0

1
,
2
6
0

1
,
3
3
0

1
,
4
0
0

1
,
4
7
0

1
,
5
4
0

1
,
6
1
0

1
,
6
8
0

1
,
7
5
0

1
,
8
2
0

1
,
8
9
0

1
,
9
6
0

7
7
0

8
4
0

9
1
0

9
8
0

1
,
0
5
0

1
,
1
2
0

1
,
1
9
0

1
,
2
6
0

1
,
3
3
0

1
,
4
0
0

1
,
4
7
0

1
,
5
4
0

1
,
6
1
0

1
,
6
8
0

1
,
7
5
0

1
,
8
2
0

1
,
8
9
0

1
,
9
6
0

2
,
03
0

2
,
10
0

8
0
0

90
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

1
,
3
0
0

1
,
4
0
0

1
,
5
0
0

1
,
6
0
0

1
,
7
0
0

1
,
8
0
0

1
,
9
0
0

2
,
0
0
0

2
,
1
0
0

2
,
2
0
0

2
,
3
0
0

2
,
4
0
0

2
,
5
0
0

2
,
6
0
0

2
,
7
0
0

2
,
8
0
0

2
,
9
0
0

3
,
0
0
0

5
6
0

4
9
0

4
2
0

5
6
0

4
9
0

4
2
0

85
0

76
5

6
8
0

5
6
0

4
9
0

4
2
0

7
0
0

6
3
0

5
6
0

9
3
0

1,
0
3
0

1,
1
3
0

1,
2
3
0

1,
3
3
0

1,
4
3
0

1,
5
3
0

1,
6
3
0

1
,
9
8
0

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -p
D
1

ν
=
1
.
0
0

表
-
3
 
杭

頭
絞
り

係
数
(
ν
)
に
応

じ
た
引

張
定
着
筋

配
置
径

と
上
面

緩
衝
材

内
径
(
p
D
1
)

杭
径

D

注
:
上

記
寸
法

は
杭
鉄

筋
か
ぶ

り
が
1
0
0
m
m
の

場
合
の

標
準
寸

法
で
あ

る
。
他

の
仕
様

や
か
ぶ

り
寸
法

が
異
な

る
場

合
な
ど

は
、
杭

断
面
表

を
参
照

の
こ
と

。

円
形

配
置

表
-
4
 
引

張
定
着

筋
と
シ
ー

ス
径

の
関
係

呼
び
名
 
(
下

段
 
最
外

径
 m
m
)

D
2
9

D
32

D
3
5

D3
8

D
4
1

シ
ー

ス
(
m
m
)

3
3

3
6

40
4
3

外
径

内
径

5
3

5
0

○

5
5

5
2

○
○

5
8

5
5

○
○

6
1

5
8

○
○

6
3

6
0

○
○

引
張

定
着
筋

パ
イ
ル
キ

ャ
ッ
プ

外
面

追
加

フ
ー

プ
1
0
0
以
上

1
.
0
巻
き

鋼
板
リ

ン
グ

Ｐ
Ｃ
リ

ン
グ

5
0

5
0

鋼
管

外
径
＝

杭
径

側
面
緩
衝
材

110

20

▽
杭
頭
レ

ベ
ル

▽
杭
頭
レ

ベ
ル

50

▽
鋼
管

天
端

▽
鋼

管
天
端

40

30

65

25

▽
レ
ベ
ル

調
整
コ

ン
ク

リ
ー
ト
天

端

シ
ー

ス
補
強

リ
ン
グ

▽
掘

削
底

レ
ベ

ル
調
整

コ
ン
ク

リ
ー
ト

シ
ー
ス

固
定
用

接
続
プ
レ

ー
ト

シ
ー

ス
固

定
用

接
続
プ

レ
ー
ト

下
面
緩

衝
材

レ
ベ
ル
調

整
プ
レ

ー
ト

主
筋
補

強
リ

ン
グ

主
筋

シ
ー

ス
補
強

リ
ン
グ

シ
ー
ス

鋼
管

鋼
管

シ
ー

ス

フ
ー

プ
筋

シ
ー
ス

用
ス

ペ
ー
サ

ー

鉄
筋

か
ご
用
ス

ペ
ー
サ

ー

鋼
管
内

鉄
筋
な

し
鋼
管

内
鉄
筋

あ
り

※
杭
頭

レ
ベ
ル

-
5
0
㎜
＝

鋼
管
天
端

50

50

115

6.
引

張
定

着
筋

と
絞

り
率

※
キ

ャ
プ
テ

ン
パ

イ
ル
工
法

に
お
い

て
、

引
張

定
着

筋
の

仕
様
は

設
計
・
施
工

マ
ニ
ュ

ア
ル

に
準
拠

し
た
変

更
は
可

と
す
る

。

※
キ

ャ
プ

テ
ン

パ
イ

ル
工

法
に

お
い

て
、

引
張

定
着

筋
の

仕
様

は
設

計
・

施
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

準
拠

し
た

変
更

は
可

と
す

る
。

7.
杭

頭
部

納
ま

り
例

引
張

定
着

筋
・

ウ
ル

ボ
ン

配
筋

図
(
円

形
配

置
)

キ
ャ

プ
テ

ン
パ

イ
ル

工
法

基
準

図
（

2
）

(T
B
杭

)

D
4
1

1
,
9
5
0

1
,
7
5
0

1
,
7
0
0

1
,8
5
0

1
,9
5
0

2
,
0
5
0

S
D
6
8
5

S
D
3
9
0

D
4
1

1
,
40
0

1
,
25
0

1
,
25
0

1
,
3
5
0

1
,
4
0
0

1
,
5
0
0

SD
4
9
0

D
4
1

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
5
0

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

9
0
0

9
0
0

D
3
8

1
,
0
0
0

1
,
0
5
0

1
,
1
0
0

F
c
=
2
4

F
c
=
2
7

F
c
≧

3
0

F
c
=
2
4

F
c
=
2
7

F
c
≧

3
0

1
,
2
5
0

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

1
,
2
5
0

1
,
3
0
0

1
,
3
5
0

D
3
8

鉄
筋

材
質

鉄
筋

径
D
3
8

D
4
1

S
D
5
9
0

1
,
9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
7
5
0

1
,
7
0
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
5
0

1
,
9
5
0

1
,
9
5
0

1
,
8
5
0

2
,
0
5
0

t
L
1
+
t
L
2+
1
5
0

*
注

2

注
1
:
表

に
な
い

仕
様
は
、

杭
リ

ス
ト
ま

た
は
設
計
施

工
マ

ニ
ュ
ア

ル
に

よ
る

。

注
2
:
上

記
引
張

定
着
筋
長

は
設

計
必
要

長
で
あ
る
た

め
、

施
工
誤

差
を

含
ん

だ
長

さ
で
発

注
す

る
。

 
 
施
工

長
 
 
標

準
t
L
3
=
(
tL
1
+
5
0
)
+
(
t
L
2
+
10
0
)
=
tL
1
+
t
L
2
+
1
5
0
を

標
準
と
す

る
。

注
3
:
t
L
2
は

、
杭
リ

ス
ト

に
よ

る

S
D
3
9
0

D
3
8

5,
5
8
6

6
,
7
0
2

8,
9
3
6

4
,
4
68

3
,
3
5
1

2
,
2
3
4

S
D
4
9
0

11
,
1
7
2

4
本

6
本 8
本

1
0
本

1
2
本

1
6
本

2
0
本

D
4
1

9
,
1
7
9

1
1
,
01
4

1
4
,
6
8
6

7
,
3
4
3

5
,
5
0
7

3
,
6
7
1

S
D
6
8
5

1
8
,
3
5
8

D
41

6
,
5
6
6

7
,
8
7
9

1
0
,
5
05

5
,
2
5
2

3
,
9
3
9

2
,
6
2
6

1
3
,1
3
2

D
4
1

5
,
2
2
6

6
,
2
7
1

8
,
3
6
1

4
,
1
8
0

3
,
1
3
5

2
,
09
0

1
0
,
4
5
2

4
,
4
4
6

5
,
3
3
5

7
,1
1
3

D3
8

3
,
5
5
6

2
,
6
6
7

1
,
7
7
8

8
,
8
9
2

鉄
筋
材

質

鉄
筋

径
D3
8

D
4
1

S
D
5
9
0

2,
6
9
0

4
,0
3
5

5
,
3
8
0

6
,
7
2
6

8
,
0
7
1

1
0
,
7
6
1

1
3
,
4
5
2

3,
1
6
2

4
,
7
4
3

6
,
32
4

7
,
9
0
6

9
,
4
8
7

12
,
6
4
9

1
5
,
8
1
2

（
2
0
2
6
.
0
4
.0
1バ

ー
ジ
ョ

ン
）

(
P
C
リ

ン
グ

の
へ

り
あ

き
)

下
端

緩
衝

材
(
仮

設
)

杭
頭

レ
ベ

ル
(
=
杭
頭

モ
ル

タ
ル

天
端

)

パ
イ

ル
キ

ャ
ッ

プ
下

端
レ

ベ
ル

P
C
リ

ン
グ

天
端

レ
ベ

ル

パ
イ

ル
キ
ャ

ッ
プ

外
面

P
C
リ

ン
グ

〈
 
〉
の
数

字
は
杭

径
≧

2
1
0
0
m
m

〈
 
〉

の
数
字

は
杭
径

≧
2
1
0
0
m
m

〈
 
〉

の
数

字
は

杭
径

≧
2
1
0
0
m
m

1
.
 
上
記

以
外
の

本
数
タ
イ

プ
に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ
て

個
別
に
算

出
す

る
も
の

と
す
る
。

2
.
 
引
張

定
着
筋

の
短
期
許

容
引
張

力
s
P
t

 
 
s
P
t
=
n
*
A
*
s
f
t

 
 
n
:
引

張
定

着
筋
本
数

 
 
A
:
引

張
定

着
筋
1本

あ
た

り
の
断

面
積

 
 
s
f
t
:
引
張

定
着
筋
1
本
あ

た
り
の

短
期
許

容
応
力

度

3
.
 
SD
5
9
0
、

S
D
6
8
5
を
使
用

す
る
場

合
は
、

建
築
基
準

法
第
3
7
条
二

号
の
規
定

に
よ

る
指
定

建
築
材
料

の

 
 
大

臣
認

定
品

と
す
る

。
(
設
計

施
工

マ
ニ
ュ
ア

ル
・
付

2
 
大
臣

認
定
番

号
一
覧

表
に
記

載
の
鉄
筋

に
限

る
)

L
1

：
P
Cリ

ン
グ

定
着

筋
定

着
長

さ

L
2

：
P
Cリ

ン
グ

定
着

筋
全

長

t
L1

：
引

張
定

着
筋

の
パ

イ
ル

キ
ャ

ッ
プ

へ
の

設
計

定
着

長
さ

t
L2

：
引

張
定

着
筋

の
杭

体
へ

の
設

計
定

着
長

さ

標
準

tL
3

：
引

張
定

着
筋

の
標

準
施

工
長

さ
(t

L
1+

t
L2

+
15

0
mm

)

h
r

：
P
Cリ

ン
グ

高
さ

設
計

に
用

い
た

引
張

定
着

筋
配

置
径

(芯
々

押
え

)

ν
:
絞
り
係

数
(
D
t
/
D
)
、

 
t
D
:
設
計

に
用
い

た
引

張
定

着
筋
配

置
径
(
芯

々
寸
法
)
、
 
p
D
1
:
上
面

緩
衝
材
内

径

4
6

3-6



Ｄ
２

Ｄ
２

杭頭下部4D範囲

杭
先

端

力
骨

筋

ス
ペ

ー
サ

ー
 

フ
ー

プ
主

筋

＃
１

０
０

０
ス

パ
イ

ラ
ル
シ

ー
ス

Ｐ
Ｃ

リ
ン

グ

Ｄ
１

Ｄ
１

杭
先

端

杭
天

端

杭
姿

図

引
張

定
着

筋

Ｄ
２

Ｄ
２

杭長

杭上部 杭中間部 杭下部・拡底部

先端拡底部重ね継手重ね継手

杭頭下部4D範囲杭頭上部1D範囲

50 tL1 tL2 100
tL3

杭
天

端

50 tL1 tL2 100
tL3

重ね継手
鉄筋

杭頭上部1D範囲

重ね継手 先端拡底部

杭下部・拡底部杭中間部杭上部

杭長

加工部

Ｄ
３

:
拡

底
施

工
径

Ｄ
３

:
拡

底
施

工
径

(本
)

(m
m)

tL
3

○
,○

○
○

(m
m)

9,
5
00

(m
m)

p
D
1

有
り

 
(
0
.7

0)

P
1（

例
）

P2

杭 頭 接 合 部

杭
断
面

表

t
D

P
3

P
4

P5
P6

断
 

 
 

 
 

面

(
標

準
tL

3
=t

L
1
+t

L
2+

1
50

)

pD
1

tL
1

tL
2

tD

断
 

 
 

 
 

面

Ｄ
１

断
 

 
 

 
 

面

Ｄ
２

Ｄ
３

Ｄ
２

断
 

 
 

 
 

面

1,
3
30

1
2-

D
41

(S
D
49

0)

1,
3
50

1,
2
50

1,
1
90

1,
90

0
-N

2,
7
50

符
 

 
 

 
 

号

1,
9
00

2
8-

D
29

U1
5@

1
00

U
1
2.

6@
1
00

1,
5
00

1
6-

D
29

D1
3@

3
00

1,
5
00

1
6-

D
29

D1
3@

3
00

2,
5
00

5
9,

0
00

2
5,

6
00

設
計

G
L-

2
,0

00

杭 上 部 杭 中 間 部 杭 下 部 ・ 拡 底 部

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(m
m)

(k
N)

絞
り

の
有

無
(
絞
り

係
数

)
絞

り
部

内
径

引
張
定

着
筋

仕
様

引
張
定

着
筋

施
工

長
さ

設
計
定

着
長

さ
設

計
定

着
長

さ
引

張
定

着
筋

配
置

径
P
C
リ
ン

グ
タ

イ
プ

杭
 
 

 
径

 
 

 
(
Ｄ

1
)

主
 
 

 
筋

杭
 
上

 
部

フ
ー

プ
(
杭

頭
上

部
1
D
範

囲
)

フ
ー

プ
(
杭

頭
下

部
4
D
範

囲
)

杭
 
 

 
径

 
 

 
(
Ｄ

2
)

主
 
 

 
筋

杭
 
中

 
間
 
部

フ
 
ー

 
プ

杭
 
 

 
径

 
 

 
(
Ｄ

2
)

拡
底

施
工

径
 
 

 
(
Ｄ

3
)

主
 
 

 
筋

フ
 
ー

 
プ

杭
天

端
杭
長

杭
長

期
許

容
支

持
力

杭
本

数

10
0

5d
5d

[
図

1
]

[
図

2
]

[
図

3
]

工
 

法
：

ア
ー

ス
ド

リ
ル

拡
底

工
法

 
 

杭
頭

：
キ

ャ
プ

テ
ン

パ
イ

ル
工

法
(Ｃ

Ｔ
Ｐ

工
法

)

杭
仕

様
（

例
）

(1
) 

施
工

者
は
本

杭
の

築
造

の
全

数
に
立

会
い

、
必

要
な

検
査
、

観
測

を
行

い
杭

一
本
ご

と
の

堀
削

深
さ

、
支
持

層
の

土
質

、

  
  

支
持

層
へ
の

貫
入

量
、

杭
底

の
状
況

、
ス

ラ
イ

ム
処

理
、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質
、

鉄
筋

の
加

工
組

立
か
ぶ

り
等

の
確

認
、

  
  

溶
接

部
の
管

理
及

び
所

定
の

施
工
精

度
が

得
ら

れ
る

よ
う
に

、
品

質
管

理
、

施
工
記

録
を

行
う

。

(2
) 

拡
底

工
法
は

（
財

）
日

本
建

築
セ
ン

タ
ー

の
一

般
評

定
を
取

得
し

た
工

法
と

す
る
。

(3
) 

杭
の

施
工
精

度
傾

斜
は

1/
10

0以
下

、
水

平
方
向

の
ず

れ
は

10
0m

mか
つ

杭
径

の
1/
10

以
下

と
す

る
。

(4
) 

砂
層

の
あ
る

場
合

は
、

回
収

液
で
砂

分
の

測
定

を
行

い
、
○

％
以

下
で

管
理

す
る
。

(5
) 

鉄
筋

カ
ゴ

  
  

1)
 溶

接
棒

は
現

場
に
て

乾
燥

機
に

保
管

す
る
。

  
  

2)
 主

筋
と

ウ
ル

ボ
ン
筋

と
は

結
束

線
に

よ
り
接

合
す

る
。

（
ウ

ル
ボ
ン

筋
溶

接
処

理
不

可
）
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3.2 設計方針

(1)設計法 

① 基礎・杭・杭頭接合部の設計範囲は、許容応力度設計を原則としている。ただし、上

部構造の設計レベルや液状化などの地盤変状を伴う場合等において、基礎・杭の終局

設計を行うケースも想定されるので、杭頭接合部・杭体の終局設計についても示す。 

② 外力は長期・短期を設定し、それぞれ各部位が許容応力度以内であることを確認する。

また、必要に応じて終局状態も想定し、それぞれの部位が終局耐力以下であることを

確認する。 

③ 杭体の応力・変形の算出方法は次の２ケースとし、各々の設計条件に応じ選択する。 

・ 略算解析法（固定度を考慮した Chang の方法） 

地盤がほぼ均一であり、十分長い杭（βL≧3.0）の場合に用いる。 

・ 精算解析法（杭頭回転ばね、杭を弾性床上にある梁にモデル化した非線形解析） 

   地盤が不均一で、水平地盤反力係数が著しく変化している場合および、短杭 

（βL＜3.0）の場合に用いる。 

④ ＰＣリング及び杭頭接合部以外の部材(杭、パイルキャップ、基礎梁等)についての材

料強度及び許容応力度は、前述の準拠基準による。 

⑤ 許容応力度設計のみのときの留意事項 

許容応力度設計時より終局設計時の方が、多くの杭体主筋量を必要とする場合がある

ため、終局設計を行わない場合には十分な配慮が必要である。 

(2)杭頭接合部設計の要点 

① 上部構造から杭に伝達される力及び杭頭からパイルキャップ、基礎梁へ戻される力の

処理の方法は以下とする。 

・ 軸力：圧縮力は、パイルキャップから杭頭接合面を介して杭へ直接伝達され、一

方引張力は引張定着筋により杭からパイルキャップへ伝達される。 

・ せん断力：原則としてＰＣリングにせん断力を負担させる。終局時のみ，圧縮軸

力側杭頭では接合面摩擦による伝達も考慮してよい。 

・ 杭頭曲げ：杭頭曲げは、引張定着筋を主筋とする杭頭絞り部断面の曲げ抵抗にて

パイルキャップへ伝達する。引張定着筋なしの場合は、杭頭接合面の圧縮力及び

付加圧縮力でパイルキャップへ伝達する。 

② 杭体とＰＣリングのせん断力の検定 

ＰＣリングの許容せん断力が、杭体からの作用せん断力を上回っていることを確認す

る。 
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(3)杭頭部の曲げ設計 

① 杭頭部(５Ｄ) 

曲げ応力が短期許容耐力以内及び、必要に応じて終局耐力以内であることを確認する。

なお、杭頭曲げモーメントは、引張定着筋下端位置の値を採用してもよい文献）。 

② 杭頭接合部 

短期においては、曲げ応力が短期許容曲げモーメント以内であることを確認する。ま

た、必要に応じて終局時には、杭頭の回転角が限界回転角以内であること、及びＰＣ

リングと杭体の重なりを超えて浮き上がらないことを確認する。 

注）限界回転角は、杭頭接合部実験にて確認した値「0.04rad」とする。 

(4)杭頭部のせん断設計 

１）杭頭部のせん断耐力評価 

①杭頭部（5.0D）のせん断補強について、上部 1.0Ｄの間隔は@100 以下、せん断補強筋

比は原則として 0.15％以上としウルボンスパイラルを使用する注）。ただし、上部１

Ｄの補強は、杭頭の設計せん断力を用いて算定されるせん断補強筋比以上でなけれ

ばならない。なお、束ねフープを用いた場合は＠125 以上、＠150 以下としてよい。

その下 4.0D の間隔は@150 以下、せん断補強筋比は 0.10%以上としウルボンスパイラ

ルとする。ただし、許容応力度設計のみとしたケースに限り、4.0Ｄ部分について普

通鉄筋（SD 材）を用いることができる。 

注）上部１Ｄの補強は、せん断補強と軸拘束の補強を兼ねた仕様規定である。 

② せん断耐力の算定は、原則として「BCJ 評定-FD0157-06」の一般評定「場所打ちコン

クリート杭のせん断補強としてウルボンを使用する工法」に準拠する。ウルボンを

用いた場合の具体的な算定式を以下に示す。 

ａ．短期許容せん断力の算定式は 

  001.05.0  wtwsAS pffbjQ 式 3.2.1 

ここで、wft=590 (N/mm
2)、pw=aw/(D・x)、pw≦0.005 

ｂ．終局せん断耐力の算定式は、原則として下式とする。 

𝑄𝑠𝑢 = {𝜂
0.053𝑝𝑡

0.23(𝐹𝑐+18)

𝑀/(𝑄𝑑)+0.12
+ 0.846√𝑝𝑤𝜎𝑤𝑦 + 0.1𝜎0} 𝑏𝑗 式 3.2.2 

ここで、σwy=1275 (N/mm
2)、pw≦0.003 

𝜂 = 𝐵−1/4 (𝐵 ≧ 1𝑚)

η:寸法効果による低減係数であり、式中の杭径 B の単位は(m)とする。 

ただし、塑性理論に基づく終局せん断耐力式を用いることも可とする。 

𝑄𝑠𝑢2 = 𝑏 ⋅ 𝑗𝑡 ⋅ 𝑝𝑤 ⋅ 𝜎𝑤𝑦 + 𝜂 ⋅ 𝑘1 ⋅ (1 − 𝑘2) ⋅ 𝑏 ⋅ 𝐷 ⋅ 𝜈 ⋅ 𝐹𝑐 式 3.2.3 

文献）吉川他：場所打ち杭用杭頭半固定工法の開発 その７ 杭頭主筋算定用曲げモーメント，日本建

築学会大会，B-1，pp.361-362，2006  
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２）せん断力検定

① 杭体の設計用せん断力 

短期： 5.11  QQbs
※１ 式 3.2.4 

終局： QQbu 2 式 3.2.5 

ここで、１Q は、短期時の杭の負担せん断力を示す。 

2 Q は、終局設計用の杭の負担せん断力を示す。 

※１ 短期と終局の両方の検討を行う時には、短期の設計せん断力は QQbs 1

   とすることができる。 

② せん断力の検定 

短期： ASbs QQ ≦ ※２ 式 3.2.6 

終局： subu QQ ≦ ※３ 式 3.2.7 

参考として ※２ 表 3.2.1「杭体の許容せん断力一覧」参照のこと。 

※３ 表 3.2.2「杭体の終局せん断力一覧」参照のこと。 

(5)杭頭接合部のせん断設計 

１） 許容せん断力の算定 

① 短期許容せん断力 sQaの算定式は下式とする。（「２．２ＰＣリング仕様」参照） 

sQa = Ra ＋ Rb 式 3.2.8 

ここで、Ra は、杭頭せん断力を受けるＰＣリング加力前面のせん断抵抗力 

Rb は、杭頭せん断力を受けるＰＣリング加力側面のせん断抵抗力 

② 終局せん断耐力 uQrの算定式は下式とする。（「２．２ＰＣリング仕様」参照） 

uQr = Ra' ＋ Rb' 式 3.2.9 

ここで、Ra' は、杭頭せん断力を受けるＰＣリング加力前面のせん断抵抗力 

Rb' は、杭頭せん断力を受けるＰＣリング加力側面のせん断抵抗力、 

なお、終局時圧縮側杭体のせん断抵抗照査では、摩擦抵抗 0.1Nu（Nuは終局時圧

縮軸力）をＰＣリングのせん断抵抗に加算しても良いが、uQrには上限値があるの

で注意する。（「２．２ＰＣリング仕様」参照） 

２）せん断力検定 

① 杭頭接合部の設計用せん断力は、短期、終局とも杭の負担せん断力とする。 

短期：Qsr＝1Q

終局：Qur＝2Q 

② せん断力の検定 

短期：1Q ≦sQa 式 3.2.10 

終局：2Q ≦uQr
※４ 式 3.2.11 

※４ 終局圧縮時には接合面摩擦による伝達を考慮してもよい。 
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表 3.2.1 杭体の短期許容せん断力一覧 
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表 3.2.2 杭体の終局せん断耐力一覧 
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3.3 設計フロー 

（1）全体フロー 

一般的な設計フローを図 3.3.1 に示す。PC リングは杭種・杭径に応じて選択し、せん

断検定を行う。杭応力の算定方法は、略算解析法と精算解析法の 2 通りがある。

START 

上部構造の条件１）

下部構造の条件２）

杭設計用荷重３）

杭配置計画４）

鉛直荷重時の設計５）

水平荷重時の設計 6）

杭材断面算定 7）

PC リングせん断検定８）

パイルキャップの検討 9）

判 定

END 

Yes 

No

図 3.3.1 全体設計フロー 

１）長期柱軸力、地震時柱軸力、

地震時せん断力

２）地下、基礎部の水平力

３）長期杭軸力､地震時杭軸力、地震時杭せ

ん断力

４）杭径、杭タイプ

５）杭支持力（長期､短期）

６）固定度（略算用）、回転ばね（精算用）

 杭１本当りの負担せん断力、杭体応力、

 変形算定

７）M-N 曲線に Ms、Nsをプロット、

  せん断設計

８）設計せん断力が PC リングのせん断耐

力以下であることを確認

９）パイルキャップのパンチングに対する

検討
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(2) 杭体応力・変形算定法 

杭体応力・変形算定は、以下に示す解析法のいずれかにて行う。 

(a) 一様地盤中の杭を対象とした解析法 

Chang の式（弾性支承梁理論による略算法）に杭頭の固定度を考慮した次式を用いて杭

体応力および杭頭変位を算定する。各杭の固定度は水平力に応じて変化するため、設計

例に示すような応力再分配が必要となる。 

杭頭変位  mR
EI

Q
y y030

4 
  式 3.3.1 

杭頭回転角    rad
EI

Q
r


  1

2 20  式 3.3.2 

杭頭モーメント  mkNR
Q

M M  00
2

 式 3.3.3 

地中部最大曲げモーメント  mkNR
Q

M Max 
2

max  式 3.3.4 

地中部最大曲げモーメント発生深さ  mRlm lm


1
  式 3.3.5 

ただし、 

 14

4
 m

EI

BK h  式 3.3.6 

ryR  20  式 3.3.7 

rMR 0  式 3.3.8 

  11
1

1
tanexp

21 

















 

r

r

MaxR 


 式 3.3.9 











 

r

lmR
1

1
tan 1  式 3.3.10 

ここで、 

Q ：杭頭の水平力  kN

hK ：水平方向地盤反力係数  3mkN

注） hK の算出は日本建築学会の「建築基礎構造設計指針」に準拠する。 

B ：杭径  m

E ：杭のヤング係数  2mkN

I ：杭の断面二次モーメント  4m

r ：杭頭の固定度(固定のとき 1、ピンのとき 0) 

注)上記算定式は杭長 L に関して 0.3≧L の目安があり、 0.3L の場合は別途短杭とし

ての計算による。 
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(b) 荷重増分解析による精算解析法 

杭、地盤、杭頭ばねをモデル化した解析モデルにて荷重増分解析を行い、杭体応力およ

び杭頭変位を算定する。 

解析モデルは、杭を線材、地盤を水平ばねに置換し、杭頭ばねを非線形回転ばねとし、地

震力を負担する全ての杭をモデル化する。 

杭頭モーメント Mp

Mu

My

M1

θy θu 回転角θp

図 3.3.3 回転ばねの復元力特性 

図 3.3.2 解析モデル 

杭頭回転ばね

水平ばね

線材

杭：線材

軸力 N 

水平力 Q

せん断力 Q

K
1
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(c) 剛性マトリクスによる精算解析法 

弾性床上の梁部材の剛性マトリクス法を用い、杭を骨組構造の一部材として杭体応力

および変位を算定する。部材端力 iM 、 jM 、 iQ 、 jQ と部材端変位 iy 、 jy および部材端回

転角 i 、 j の関係を示す剛性マトリクスは以下となる。 

ii

i
j

i
j

i
i

i
i

iiii

iiii

iiii

iiii

i
j

i
j

i
i

i
i

i uA
y

y

AAAA

AAAA

AAAA

AAAA

M

Q

M

Q

F 



















































































44434241

34333231

24232221

14131211

 式 3.3.11 

ここに、 i  ：第 i部材 

iF  ：第 i部材の部材端力のベクトル 
iA  ：第 i部材の剛性マトリクス 
iu  ：第 i部材端変位ベクトル 

 
ll

llll




22

3

3311
sinsinh

coshsinhcossin4






IE
AA  式 3.3.12 

 
ll

ll




22

222

2112
sinsinh

sinsinh2






IE
AA  式 3.3.13 

 
ll

llll




22

3

3113
sinsinh

cossinhsincosh4






IE
AA  式 3.3.14 

ll

ll




22

2

23324114
sinsinh

sinsinh4






IE
AAAA  式 3.3.15 

 
ll

llll




224422

sinsinh

cossinsinhcosh2






IE
AA  式 3.3.16 

 
ll

llll




222442

sinsinh

cossinhcoshsin2






IE
AA  式 3.3.17 

123443 AAA   式 3.3.18 

l  ：第 i部材の部材長 

各節点での節点変位による釣り合い式は以下となり、杭頭のモーメント 0M と回転角 0

が、設定したモデルと一致するように収束計算を行う。各杭の 0M と 0 の関係は杭ごとに

異なるため、各杭の杭頭変位が等しくなるようなせん断力の再配分が必要となる。 

式 

3.3.19 
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(3) 杭頭接合部設計フロー 

START 

短期設計せん断力 Q0 の算定

Yes

杭頭の同一水平変位条件を満たすように

各杭の負担せん断力を再分配

等価初期回転剛性 K1 の算定

各杭の長期及び短期軸力の算定

杭径の決定

引張定着筋のタイプ選択

各杭の負担せん断力 Q の算定

杭頭モーメント Mｐ－回転角θｐ関係設定

杭頭変位 y0 の算定

判 定
No

杭の断面算定

PC リングのタイプ選択

終局設計の有無

Yes

No
判 定

END

Yes 
※

No 

Yes

判 定
No

 図 3.3.4 杭頭接合部設計フロー（短期） 

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

(７)

杭頭せん断力 Qｐ－杭頭固定度α関係算出

せん断力の分配
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終局設計は、設計者の判断にて必要に応じて行うものとする。

終局設計せん断力 Qu の算定

Yes

杭頭回転角θ0≦θu の確認

各杭の終局時軸力の算定

各杭の負担せん断力 Q の算定

杭頭変位 y0 の算定

No

杭の断面算定

PC リングのタイプ選択

Yes

No
判 定

END

No 

Yes

判 定

※

杭径再設定・再計算

杭頭の同一水平変位条件を満たすように

各杭の負担せん断力を再分配
判 定

杭の再配置計画 再計算

図 3.3.5 杭頭接合部設計フロー（終局） 

等価初期回転剛性 K1 の算定

杭頭モーメント Mｐ－回転角θｐ関係設定

杭頭せん断力 Qｐ－杭頭固定度α関係算出

せん断力の分配
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3.4 杭頭固定度評価法 

(1) 杭頭接合部の曲げモーメント－回転角関係式の評価法 

1）杭頭接合部構造性能モデル化 

杭頭回転特性は、図 3.4.1 に示す杭頭曲げモーメント pM と回転角 p の関係により評

価する。 

(a)圧縮軸力時               (b)引張軸力時 

図 3.4.1 杭頭曲げモーメント pM と回転角 p の関係 

ここに、 1K   :杭頭接合部の等価初期回転剛性 

2K  :杭頭接合部の圧縮軸力時における２次回転剛性 
1

1
2

 




y

y MM
K

あるいは、引張軸力時における初期回転剛性 
y

yM
K


2

1M  :離間時曲げモーメント 

yM  :降伏時曲げモーメント 

uM  :終局時曲げモーメント 

1  :離間時回転角 

y  :降伏時回転角 

y   :終局時回転角 

u  :限界回転角（＝0.04rad） 

回転角 p (rad)

杭頭曲げモーメントＭｐ

uy y 

yM

uM

2K

回転角 p (rad)

杭頭曲げモーメントＭｐ

uy y 1

yM

uM

1M
2K

1K
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2）設定値の算出法 

a.杭頭接合部の等価初期回転剛性 1K

杭頭接合部の圧縮軸力時における等価初期回転剛性 1K は下式により算定する。 

𝐾1 =
1

1/𝐾𝑝+1/𝐾𝑐+1/𝐾𝑏
式 3.4.1 

ここに、 pK  ：杭体部分の回転剛性（kN･m/rad） 

p

pp

p
H

IE
K


 式 3.4.2 

pE ：杭体のヤング係数（kN/m2） 

pI  ：杭体の断面二次モーメント（m4） 

注）但し、絞り部ありの場合には、絞り部径を杭径とみなす。 

pH ：杭体とＰＣリングの重なり長さ（m） 

cK  ：ＰＣリング内コンクリートの回転剛性（kN･m/rad） 

c

cc

c
H

IE
K


 式 3.4.3 

cE  ：パイルキャップコンクリートのヤング係数（kN/m2） 

cI  ：ＰＣリング内側コンクリートの断面二次モーメント（m4） 

注）絞り有無にかかわらず、杭径断面とする。 

cH ：杭頭接合面からＰＣリング上端までの長さ（m） 

bK  ：パイルキャップ部分の回転剛性（kN･m/rad） 

b

bb

b
H

IE
K


 式 3.4.4 

bE  ：パイルキャップコンクリートのヤング係数（kN/m2） 

bI  ：仮想円柱のコンクリートの断面二次モーメント（m4） 

注）絞り有無にかかわらず、ＰＣリング内径とする。 

bH ：仮想円柱の高さ（＝Ｄ/2）（m） 

図 3.4.2 高さ等に関する記号

杭

ＰＣリング

パイルキャップ仮想円柱の径

D 

c
H

p
HHc

Hp

Hb=(D/2) 

絞り部
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b.離間時曲げモーメント 1M

引張応力が発生しない離間時曲げモーメント 1M は下式により算定する。 

ZM  01  式 3.4.5 

ここに、 0  ：杭頭接合部の軸方向応力度（kN/m2） 

eA

N
0 式 3.4.6 

eA  ：杭頭接合部の断面積（m2） 

2

4
DAe 


式 3.4.7 

Z  ：杭頭接合部の断面係数（m3） 

3

32
DZ 


式 3.4.8 

D  ：杭径（m） 

ただし、絞り部ありの場合には、絞り部径を杭径とみなす。 

c.降伏時曲げモーメント yM 及び終局時曲げモーメント uM

降伏時曲げモーメント yM 及び終局時曲げモーメント uM については、以下の仮定に基づ

いて算定する。 

①断面力の釣合いとひずみ度の適合条件を考慮した塑性曲げ理論に基づいて算定する。 

②解析における断面形状は、杭径を直径とする円形断面とする。ただし、絞り部がある場

合、杭径を絞り部径とする。 

③引張定着筋降伏時の曲げモーメントは、最外縁の引張定着筋が降伏するときの値とする。 

④圧縮降伏時の曲げモーメントは、圧縮縁コンクリートが 0.85 max に達したときの値と

する。 

⑤降伏時曲げモーメント yM は、引張定着筋降伏時と圧縮降伏時の曲げモーメントのうち

小さい方の値とする。ただし、引張定着筋を配置しない場合の降伏時曲げモーメントは、

上記④に達したときの値とする。 

⑥終局時曲げモーメント uM は最大曲げモーメントとする。 

⑦コンクリートの応力度 とひずみ度の関係は下式とする。 

・  ≦ 0  ： 0

・0 ＜  ：   max

)/(218.1)/(812.075.6     BB ee       式 3.4.9 

・ B  ＜  ： max

ここに、 B ：コンクリート最大強度時のひずみ度で B ＝0.003 とする。 
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max ：コンクリート最大強度で max ＝
2
cF
とする。 

cF ：コンクリートの設計基準強度で杭体、パイルキャップの設計基準強

度のうち、最小の値とする。 

  ：絞り係数  

図 3.4.3 コンクリートの応力度－ひずみ度関係 

⑧引張定着筋の応力度 とひずみ度の関係は下式とする。 

・  ＜ y  ： y 

・ y  ＜   ≦ y  :   sE                  式 3.4.10 

・ y  ＜    : y 

ここに、 y  ：引張定着筋降伏点強度 

y  ：引張定着筋降伏時ひずみ度（＝ sy E/ ） 

図 3.4.4 引張定着筋の応力度－ひずみ度関係 

ひずみε

応
力

度
σ

e関数法

max

B

ひずみε

応力度σ

y

y

y

y

ひずみ度 

ひずみ度 
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d.降伏時回転角 y

断面解析における曲率から降伏時回転角 y への換算は、杭体のヒンジ領域を杭径とし、

ヒンジ領域では一定の曲率であると仮定した下式で評価する。  

DDdx y

D
D

yyy   
0

0］［  式 3.4.11 

ここに、 y ：前項 c.で算定される yM 時曲率 

D  ：杭径 

ただし、杭頭接合部に絞り部がある場合には、杭径を絞り部径とみなす。 

x ：杭頭からの距離 

3）杭頭の固定度の算定 

水平地盤反力係数 hk が一定の地盤にある長い杭を想定すると、杭頭曲げモーメント pM

と杭頭回転角 p はそれぞれ次式で算定できる。 








2

p

p

Q
M  式 3.4.12 

 


 


 1
2 2

pp

p

p
IE

Q
 式 3.4.13 

ここに、  ：固定度 

pQ  ：杭頭せん断力 

  ：杭の特性値 

4

4 pp

h

IE

Bk




  式 3.4.14 

B  ：杭径 

pE  ：杭体のヤング係数（kN/m2） 

pI  ：杭体の断面二次モーメント（m4） 

注）絞り部の有無にかからず杭径断面とする。 

さらに、等価剛性 eK は式 3.4.15 で表され、上記の式 3.4.12 および式 3.4.13 の関係か

ら固定度 は式 3.4.16 となる。 

p

p

e

M
K


 式 3.4.15 

epp

e

KIE

K





  式 3.4.16
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また、等価剛性 eK は、図 3.4.1 に示すようなトリリニアに置換した杭頭曲げモーメント

pM と回転角 p の関係から以下となる。 

・0  ＜   ≦ 1  ： 1KK e   式 3.4.17 

・ 1  ＜   ≦ y    ：   2
1

21 KKKK e 



 式 3.4.18 

・ y   ＜  ：  






 y

e KKKK


 2
1

21  式 3.4.19 

(2) 杭頭接合部の許容曲げモーメントの算定法 

短期許容曲げモーメント aM は、降伏時曲げモーメント yM 算定に用いたモーメント－

曲率関係において，以下の条件に達した時点の曲げモーメント①、②のうち、小さい方

の値とする。ただし、引張定着筋を配置しない場合には、以下の②の条件に達したとき

の値とする。 

①最外縁の引張定着筋が降伏するとき 

②圧縮縁コンクリートが短期許容圧縮応力度（2/3× cF /ν2）に達したとき 

ここに、ν：絞り係数 

以上により、杭頭接合部応力が引張を含む軸力・曲げ許容応力度内にあることを検定す

る。 
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3.5 設計例 

(1) 仮定条件 

用 途 ：住宅 

階 数 ：地上 15 階、地下なし 

構造種別：鉄筋コンクリート造 

構造形式：X 方向純ラーメン構造  Y 方向耐震壁付ラーメン構造 

基礎構法：杭基礎 

杭   ：場所打ちコンクリート杭 φ2000  

杭長  ：26m 

支持層 ：細砂層 （地盤反力係数は一律 5000kN/m3とする） 

基準階伏図 

(2) 設計条件 

①杭 

杭径 φ2000 

コンクリート強度：Fc30N/mm2

ヤング係数：E=24400N/mm2

断面二次モーメント：I＝7.85×1011mm4

②フーチング 

コンクリート強度：Fc30N/mm2

ヤング係数：E=24400N/mm2

③地盤 

地盤反力係数：Kh=5000kN/m
3 (=0.005N/mm3) 

④絞り部 

コンクリート強度：Fc30/ν2＝30/0.72＝60N/mm2 

X

Y 

0.7D=φ1400 

D=φ2000 

(D-200)×0.7=φ1260 
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(3) 準備計算 

1) 短期設計せん断力 Q0の算定 

短期設計せん断力 Q0＝40970ｋN（CB=0.2 に相当） 

杭一本あたり 0Q＝40970÷22＝1862ｋN 

2) 各杭の長期及び短期軸力の算定 (単位：kN) 

注 1) Y 方向（短辺方向）加力時のみの表示とする。 

注 2) ハッチ部分は引き抜きが生じている杭を示す。 

注 3) 引張定着筋のタイプは終局時の引抜力から決定し、杭符号ごとにタイプを

同一としている。なお、終局時の設計せん断力は短期の 2.0 倍（CB=0.4 に

相当）とする。 

3) 杭径の決定 

杭径は設定した杭径と同径の 2000φとする。 

4) 引張定着筋のタイプ選択 

本設計例では、引張定着筋は終局時の引抜力の 1.5 倍程度の引張耐力となるよ

うに選定することとする。 

P1：16-D41（SD490） （引張耐力 10510kN＞6404kN） 

P2：12-D41（SD490） （引張耐力 7880kN＞4855kN） 

P3： 8-D38（SD490） （引張耐力 4470kN＞1785kN） 

P3 P2 P2 P2 P1 P1 P1 P1 P1 P1 P3 杭符号

8097 11629 11305 11327 11351 11374 11332 11619 12005 12116 6555 長期

12763 19168 19162 19363 19559 19754 19883 20883 20339 20912 8517 短期正

Y2 3431 4090 3448 3291 3143 2994 2781 2899 3098 3242 4593 短期負

17429 26707 27019 27399 27767 28134 28434 29059 29819 29864 10479 終局正

-1235 -3449 -4409 -4745 -5065 -5386 -5770 -5821 -5809 -5632 2631 終局負

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

P3 P2 P2 P2 P1 P1 P1 P1 P1 P1 P3 杭符号

7237 11640 11132 11219 11038 11144 10902 11280 11402 11602 7240 長期

2726 3937 3258 3182 2830 2764 2350 2563 2499 2778 5248 短期正

Y1 11746 19343 19006 19256 19246 19524 19454 19997 20305 20426 9232 短期負

-1785 -3766 -4616 -4855 -5378 -5616 -6202 -6154 -6404 -6046 3256 終局正

16259 27046 26880 27293 27454 27904 28006 28714 29208 29250 11224 終局負
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(4) 負担せん断力算定 

①収束計算 1 回目 

Q-α関係より、せん断力 0Q=1862ｋNと、軸力（圧縮・引張）に対応する固定度を

算出する。 
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P１：（圧縮側）1α＝0.69 （引張側）1α＝0.43 

P２：（圧縮側）1α＝0.66 （引張側）1α＝0.41 

P３：（圧縮側）1α＝0.53 （引張側）1α＝0.32 

②せん断力の再分配 

Chang の式より杭の変形は 

030
4

yR
EI

Q
y


 ，Ry0＝2－α 

で算出できる。杭径や地盤の係数等が同一で、各杭の杭頭変形が等しくなることか

ら、杭の剛性比は 1/Ry0＝1/(2－α)で表される。これに従い杭のせん断力の再分配

を行うと３グループのせん断力 1Q は以下となる。 

グループ 

P1 P2 P3 

圧縮 引張 圧縮 引張 圧縮 引張 

1α 0.69 0.43 0.66 0.41 0.53 0.32 

剛性比 1/(2-α) 0.763 0.635 0.746 0.625 0.679 0.595 

本数 6 6 3 3 2 2 

本数×剛性比 4.58 3.81 2.24 1.89 1.36 1.19 

せん断力 1Q (kN) 2075 1726 2030 1713 1849 1618 

杭頭変位(mm) 26.06 31.23 26.66 31.63 29.24 33.42

各杭の杭頭変位が同じとなるように、収束計算を行う。 

③収束計算２回目 

同様に、各杭のせん断力 1Q と軸力（圧縮・引張）に対応する固定度を、Q-α関係

より算出する。 

グループ 

P1 P2 P3 

圧縮 引張 圧縮 引張 圧縮 引張 

2α 0.68 0.43 0.65 0.41 0.53 0.33 

剛性比 1/(2-α) 0.758 0.636 0.741 0.629 0.680 0.597 

本数 6 6 3 3 2 2 

本数×剛性比 4.55 3.81 2.22 1.89 1.36 1.19 

せん断力 2Q(kN) 2069 1732 2018 1718 1855 1623 

杭頭変位(mm) 29.26 28.95 29.28 29.10 29.04 28.87
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収束計算 2回目 
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④収束計算 3 回目 

同様に、Q-α関係より、各杭のせん断力 2Q と軸力（圧縮・引張）に対応する固 

定度を算出する。 
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(5) 断面算定 

1) 変位の算定 杭体応力の算出 

以下の式を用いて杭頭変位・応力を算定する。 

・杭頭変位の算定 ・杭頭モーメント M0の算定 

 mmR
EI

Q
y y030

4 
  20yR  mkNR

Q
M M  00

2

・地中部最大曲げモーメント Mmaxの算定 ・地中部最大曲げモーメント発生深さ 

  11
1

1
tanexp

21 





















 

r

r

MaxR 
 










 

r

lmR
1

1
tan 1

 mkNR
Q

M Max 
2

max  mRlm lm


1


グループ 
P1 P2 P3 

圧縮 引張 圧縮 引張 圧縮 引張 

軸力（ｋN） 20912 2350 19363 3182 12763 2726 

杭頭せん断力 2Ｑ(ｋN) 2069 1732 2018 1718 1855 1623 

3α 0.68 0.43 0.65 0.41 0.53 0.33 

変位比 Ryo 1.32 1.57 1.35 1.59 1.47 1.67 

杭頭変位(mm) 29.2 29.1 29.1 29.2 29.1 29.0 

杭頭Ｍ(kN･m) 6582 3484 6137 3295 4600 2506 

杭中間部Ｍ(kN･m) 2880 3255 2912 3306 3093 3429 

発生深さ(m) 11.8 9.9 11.5 9.7 10.6 9.2 

2) 曲げモーメントの検討 

Ｍ（kN･ｍ）
杭頭部 

絞り部検討用

杭頭部 

杭体検討用 
杭中間部

P1
圧縮側 6582 5595 2880 

引張側 3484 2961 3255 

P2
圧縮側 6137 5216 2912 

引張側 3295 2801 3306 

P3
圧縮側 4600 3910 3093 

引張側 2506 2130 3429 

杭体検討用の杭頭部の曲げは、絞り部検討用曲げの 0.85 倍注)した値を採用する。 

注）杭頭部は引張定着筋と杭主筋が重なるため，杭主筋の断面算定用曲げモーメントは

下記文献を参考に杭頭曲げモーメントの 0.85 倍とした。 

文献）吉川他：場所打ち杭用杭頭半固定工法の開発 その７ 杭頭主筋算定用曲げモー

メント，日本建築学会大会，B-1，pp.361-362，2006 
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以下の M-N 曲線の図より、杭の必要鉄筋比が求められる。 

Ｐ１：（杭頭部）Ｐg＝0.8％、0.2％ （中間部）Ｐg＝0.3％、0.0％ 

Ｐ２：（杭頭部）Ｐg＝0.4％、0.1％ （中間部）Ｐg＝0.3％、0.0％ 

Ｐ３：（杭頭部）Ｐg＝0.0％、0.1％ （中間部）Ｐg＝0.3％、0.0％ 

杭頭部モーメント              杭中間部モーメント   

3) せん断力の検討 

次ページの表より、各杭のせん断補強筋を決定する。 

Ｐ1：Ｑ＝2069(kN)×1.5＝3104(kN) → Ｕ15@75 (pw=0.23％，QAS=3121kN) 

Ｐ2：Ｑ＝2018(kN)×1.5＝3027(kN) → Ｕ15@75 (pw=0.23％，QAS=3121kN) 

Ｐ3：Ｑ＝1855(kN)×1.5＝2783(kN) → Ｕ15@75 (pw=0.23％，QAS=3121kN) 

※杭頭１Ｄの補強筋量の検討は、「せん断補強筋間隔 100mm 以下、かつせん断補

強筋比 0.15％以上」の規定を満足しているため省略する。 

杭 耐 力 曲 線 (短  期)

外径（Ｄ１） = 2000 (mm)

外端からの鉄筋芯距離（Ｄｃ）= 100 (mm)

コンクリート強度（Ｆｃ） = 30 (N/mm2) 

コンクリート長期許容（ｆｃ）= 1/4.5Fc かつ 6.0 以下

鉄筋種類 = SD390

ヤング係数比（ｎ） = 15

鉄筋終局強度倍率（α） = 1.1
鉄筋比変動範囲（Ｐｇ) = 0.0 ～ 3.0 %  step 0.1 %
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鉄筋比変動範囲（Ｐｇ) = 0.0 ～ 3.0 %  step 0.1 %
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4) 絞り部の断面算定 

Ｐgは絞り部（0.7D=1400Φ）の断面に対して 

算定し、絞り部の引張定着筋量が M-N 曲線の 

必要Ｐg以上であることを確かめる。 

P1 ･･･ 16-D41（SD490） 

→ Pg=1.4%(＞0.9%)   OK 

P2 ･･･ 12-D41（SD490） 

→ Pg=1.05%(＞0.6%)  OK 

P3 ･･･  8-D38（SD490） 

→ Pg=0.59%(＞0.4%)  OK 

注）絞り部断面算定用の曲げと軸力は、

杭頭部における値を採用した。

P1P2
P3

1.0
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曲げモーメント・せん断力分布図

(圧縮側) 

(引張側) 

(6) ＰＣリングの選択 

ＰＣリング短期許容せん断力

Ｐ１：Ｑ＝2069ｋＮ  Ｐ2：Ｑ＝2018ｋＮ  Ｐ3：Ｑ＝1855ｋＮ

→ P1～P3 全て N タイプとする。

タイプ N S1 S2 

せん断力 2130kN 2840kN 3690kN

杭記号 杭記号 杭記号

杭径 2000 (mm) 杭径 2000 (mm) 杭径 2000 (mm)

杭頭固定度α 0.68 杭頭固定度α 0.65 杭頭固定度α 0.53

β 0.1069 (m-1) β 0.1069 (m-1) β 0.1069 (m-1)

杭頭曲げモーメント 6582 (kN・m) 杭頭曲げモーメント 6137 (kN・m) 杭頭曲げモーメント 4600 (kN・m)

地中部最大曲げモーメント -2880 (kN・m) 地中部最大曲げモーメント -2912 (kN・m) 地中部最大曲げモーメント -3093 (kN・m)

最大モーメント発生深さ 11.8 (m) 最大モーメント発生深さ 11.5 (m) 最大モーメント発生深さ 10.6 (m)

杭頭変位 29.2 (mm) 杭頭変位 29.1 (mm) 杭頭変位 29.1 (mm)

P1 P2 P3

曲げモーメント・せん断力分布
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モーメント(kN・m)

せん断力(kN)

深さ(m)

曲げモーメント

せん断力

杭記号 杭記号 杭記号

杭径 2000 (mm) 杭径 2000 (mm) 杭径 2000 (mm)

杭頭固定度α 0.43 杭頭固定度α 0.41 杭頭固定度α 0.33

β 0.1069 (m-1) β 0.1069 (m-1) β 0.1069 (m-1)

杭頭曲げモーメント 3484 (kN・m) 杭頭曲げモーメント 3295 (kN・m) 杭頭曲げモーメント 2506 (kN・m)

地中部最大曲げモーメント -3255 (kN・m) 地中部最大曲げモーメント -3306 (kN・m) 地中部最大曲げモーメント -3429 (kN・m)

最大モーメント発生深さ 9.9 (m) 最大モーメント発生深さ 9.7 (m) 最大モーメント発生深さ 9.2 (m)

杭頭変位 29.1 (mm) 杭頭変位 29.2 (mm) 杭頭変位 29.0 (mm)

P1 P2 P3

曲げモーメント・せん断力分布
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4．施工基準 

4.1 施工方針 

 

(1)適用範囲 

本施工基準は、キャプテンパイル工法研究会※１(評定申込者 10 社で構成。以下、本研

究会と称す)が開発した場所打ちコンクリート杭用の杭頭半固定接合パイル工法「キャプ

テンパイル工法」（以下、本工法と称す）の施工に適用する。なお、2006 年 4 月本研究会

を解散し、本研究会構成会社を主体とするキャプテンパイル協会(以下、本協会と称す)

を設立し運用を引継ぐこととした。 

 

(2)実施体制 

  a. 本工法の実施に当っては、評定申込者が施工指導、協力及び施工結果の確認を行

う。 

b. 評定申込者が設計・施工に関する技術指導を行い、評定申込者以外が施工する場

合もあるが、その場合においても設計・施工に関する責任は評定申込者が負う。 

c. 本工法は、本協会が技術指導・実施許諾した施工会社並びに評定申込者にて施工

及び施工管理を行なうものとする。 

  d. 本工法を実施する施工会社は、本施工基準に従い施工し、施工完了後には本協会

に施工結果報告を書面にて行なわなくてはならない。 

  e. 本協会は定期的に会議を開催し、設計、施工等に関する意見交換、および課題検

討を行い、工法の改良・改善に努め、実施工へフィードバックを行う。 

 

※１ 本研究会の構成会社は以下の通りである。 

㈱奥村組、鹿島建設㈱、五洋建設㈱、戸田建設㈱、飛島建設㈱、西松建設㈱、 

㈱長谷工コーポレーション、松井建設㈱、三井住友建設㈱、高周波熱錬㈱ 

本工法の実施体制を図 4.1.1 に示す。 
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＊ １ キャプテンパイル協会の部会として主に本工法の設計等技術上に関する事柄を 

扱う。 

 

＊ ２ キャプテンパイル協会の部会として主に本工法の施工方法等工事上に関する事 

柄を扱う。 

 

＊ ３ 評定申込者が本工法の設計について採用許諾し、指導・支援する会社を言う。 

 

＊ ４ 評定申込者が本工法の施工について実施許諾し、指導・協力する会社を言う。 

 

図 4.1.1 実施体制 

 

 

 

 

 

キャプテンパイル協会 

キャプテンパイル協会(施工部会) キャプテンパイル協会(技術部会) 

施工及び施工管理 

施工結果報告 

設計指導・支援 

設計結果確認 

施工指導・協力 

評定申込者 

以外 

評定申込者 評定申込者 

以外 

設計及び設計監理 

品質確認 

＊4 ＊3 

＊ 2＊ 1

評定申込者 
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4.2 施工要領 

 

(1)適用範囲 

本施工要領は、キャプテンパイル工法における引張定着筋・ＰＣリング他の施工及

び品質管理に適用する。 

杭頭部以外の施工は、施工者が別に定める杭工事の施工要領によるが、シースの取

付け及び引張定着筋の施工（前施工）については、本施工要領に基づき行うこととす

る。 

また、施工者は工事に先立ち本施工要領に基づいて、施工要領書を作成し、工事監

理者の承認を得ることとする。 

 

 

ＰＣリング他の施工に当っては、キャプテンパイル工法の機能を確保できるよう、

打設された杭に対して以下の精度確認・処理を行う。 

 

① 杭頭処理後の杭頭部の施工状態（形状、位置、レベル等）を目視、計測で確認し、

設計値との誤差を明らかにする。 

② 杭頭偏芯の許容値は、設計図書の構造特記仕様書又は設計図書に指定された仕

様書に準ずることとし、その値を超えるものは工事監理者と協議の上、補強等の

対策を講じる。 

③ その他杭頭部に変状が生じた場合は、工事監理者と協議の上、杭頭部の性能を低

下させないように補強する。 
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(2)施工フロー  

本工法の施工フローを図 4.2.1 に示す。なお、    は本工法特有および関連する

工程を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.1 施工フロー 

【シース方式】

【先付方式（機械式継手）】

【先付方式（打込み）】

※ 【シース方式】

【先付方式（機械式継手）】

※：先付方式（打込み）は、引張定着筋の施工（後施工）不要。

コンクリート打設

引張定着筋の施工 （前施工）

鉄筋かご組立（シースセット）

鉄筋かご組立
（引張定着筋埋設部セット）

鉄筋かご組立
（引張定着筋セット）

掘　　削

引張定着筋挿入

引張定着筋接合

上面緩衝材設置

ケーシング引抜き

PCリングセット

杭頭処理・レベル調整コン打設

側面緩衝材設置

引張定着筋セット
杭頭部モルタル充填

引張定着筋の施工 （後施工）

孔壁測定

底浚い

杭芯確認

重機据付

表層部掘削

表層ケーシング挿入

鉄筋かご建込

トレミー管セット

２次スライム処理
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 (3)鉄筋かご組立（シース方式の場合） 

杭の施工のうち、本工法特有の鉄筋かごの組立とシースの組み込み手順について図

4.2.2(1)～図 4.2.2(2)に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 2.主筋取付け 

図 4.2.2(1) 鉄筋かごの組立とシースの組み込み手順(手順①～④) 

写真 1.杭径整形ガイドリング製作 

それ以外の場合（D13orFB)

中間補強材
引張定着筋がSD685材の場合（FB)

端部補強材（FB)

杭主筋用補強材（ＦＢ） 杭径整形ガイドリング（ＦＢ）

リングつなぎ材（ＦＢ）

２段目、３段目杭頭部

シース用補強材（ＦＢ）

杭頭部 ２段目、３段目

杭主筋

補強材(FB)にタスキ結束

18番結束線または16番線程度で

２段目、３段目

杭径整形ガイドリング（ＦＢ）

杭主筋

杭頭部 ２段目、３段目

杭主筋

④主筋取付け

③シースの固定

②補強フレームの固定

①補強フレームの先組（現場組立（平組））

@750程度

杭主筋

@750程度

シース両端小口フサギ

エンドキャップ
ビニールテープ固定

杭頭部

シース

シース シース

750mm 程度 750mm 程度 

750mm 程度 750mm 程度 

※杭径整形ガイドリングと補強リング(主筋・シース)は同レベルに配置しなくてもよい 
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 (例-束ねフープ U17@125 の場合) 

                                                                                       

⑤フープ筋取付け・かご筋組立完了

杭頭部 ２段目、３段目

※束ねフープのピッチは@125 以上@150 以下とする 

図 4.2.2(2) 鉄筋かごの組立とシースの組み込み手順(手順⑤～⑥) 

写真 3.杭頭部組立完了 

杭頭部束ねフープ納まり図        一般部束ねフープ納まり図  継手部束ねフープ納まり図 

杭頭部 ２段目、３段目

スパイラル筋

油圧ジャッキ

ジャッキUP

スパイラル筋送り込み

フープ巻き始め位置詳細図

⑥全体組立図

杭頭部 ２段目 ３段目

杭主筋

シース
125

30

18番結束線または16番線程度で補強材(FB)にタスキ結束(杭頭部、2段目、3段目の3箇所) フープ巻き始め

125mm

*フープの巻き始め位置は主筋天端より125mmとする

杭頭部追加フープ（ＰＣリング設置時に取付ける）
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(4)杭頭処理 

① 掘削工事及び杭頭処理工事 

掘削工事及び杭頭処理工事では、杭に多大な外力が働かないようにして行う。 

   杭頭部に付着した土等は、完全に除去する。 

 

② 杭頭位置精度検査 

・ 杭頭レベル 

許容値以内であることを確認する。 

許容値以外の場合は工事監理者と協議の上、補強等の対策を講じる。 

・ 杭芯位置 

許容値以内であることを確認する。 

許容値以外の場合は工事監理者と協議の上、補強等の対策を講じる。 
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(5)ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順 

ａ．シース方式 

場所打ちコンクリート杭におけるＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フローを図

4.2.3 に、設置手順を図 4.2.4(1)～(3)に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＞内の値は杭径が 2100φ～3000φの場合を示す 

図 4.2.3 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フロー（シース方式） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シース受入検査）

シースの設置・コンクリート打設 ･シースの設置位置。
 （引張定着筋設置径tDに対し±20mm）

　･杭鉄筋組立時に引張定着筋挿入用のシースを設置する。
･シースの天端レベル：＝杭頭レベル－20mm

　･杭頭補強筋（ウルボンスパイラル）を設置する。  （天端レベル：杭頭レベル－25～－15mm）

･フープ補強筋の取付け。

①杭頭処理
･杭頭レベル。

　･余盛り部コンクリートの斫り、撤去。  （斫り天端＋100mm以内は丁寧に小斫り）

　･杭天端外周部はＰＣリングが納まるように杭径整形ガイド ･杭主筋天端レベル：＝杭頭レベル－20mm。
　 リングに沿って斫る。  （杭主筋天端レベル：H＝－40～0mm）

　杭主筋が高い場合は切断

･杭芯とシース芯のずれ。

②レベル調整コンクリート打設
･レベル調整コンクリート管理レベル。

　･ＰＣリング設置用のコンクリートでありレベル精度に留意。  （杭径整形ガイドリングレベル－65mm＜－85mm＞）

･ＰＣリング下端との間隙を確保する。

　　　　　　　　　　　　　　　　(ＰＣリング搬入･受入検査)

③ＰＣリングの設置 ･ＰＣリングのレベル。（X・Y方向）
 （左右天端レベル差：ΔT＝0～20mm＜0～30mm＞）

　･下端緩衝材を設置する。
･杭径整形後とPCリングのあき寸法。（X・Y方向）

　･天端整形後の杭芯に合わせて設置する。  （あき寸法：ΔS＝30～70mm）

　･側面緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻き付ける。 ･ＰＣリング下端と杭頭部斫り天端レベルと
 のかかり代：40±20mm＜60±20mm＞

・ＰＣリング下端との空隙を確保

･側面緩衝材の位置。

④シース内の清掃、杭頭追加フープ設置
･シース内の清掃および定着寸法。

　･シース内の異物や流入液の除去を行う。  （引張定着筋の挿入は可能か、定着長の
　　確保できるか）

　･引張定着筋の挿入可否、および定着長確保の確認のため、 ･杭頭追加フープの確認。
　 シース内に桟木等を挿入し、定着長を事前に確認する。

　･杭頭追加フープを結束する。
･グラウト材､モルタルの品質管理試験記録。

･グラウト材、引張定着筋挿入手順確認。
 （グラウト材充填後引張定着筋挿入）

⑤引張定着筋の設置・杭頭部モルタル充填
･モルタル天端レベル。

　･グラウト材をシース内に充填する。  （ＰＣリング下端から杭頭部モルタル天端までの寸法
　90～110mm＜110～130mm＞）

　･引張定着筋をシース内に挿入する。 ･引張定着筋の定着寸法。
 （必要定着長以上）

　･モルタルを杭頭に充填し、モルタル天端レベルを調整する。
･モルタルの養生（雨、風、日射、寒中等）

⑥上面緩衝材の設置 ･上面緩衝材の位置。

　･⑤のモルタル硬化後、上面緩衝材を設置する。 ･緩衝材のヘコミ、穴明け加工等は厳禁。

【設置手順】 【確認項目】
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①杭頭処理 

・余盛り部コンクリートの斫りを行い、杭天端外

周部はＰＣリングが納まるように杭径整形ガイ

ドリングに沿って斫る。 

(レベル調整コンクリート厚が 50mm の場合) 

②レベル調整コンクリート打設 

・ＰＣリング設置用のレベル調整コンクリー

トであるため、レベル精度に留意する。 

図 4.2.4(1) ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順(手順①～②) 

Ａ部詳細図

∇杭頭レベル

3
0

2
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図 4.2.4(2)  ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順(手順③～④) 

④シース内の清掃、杭頭追加フープ設置 
・シース内の清掃、定着筋長さの確認。 

・杭頭追加フープ（１巻）の結束固定。 

・引張定着筋の定着寸法の確認。 

 

③ＰＣリングの設置 

・下端緩衝材を設置する。 

・杭天端整形後の杭芯に合わせて設置する。 

・レベル調整ボルトまたはレベル調整プレー

トにて高さ調整を行う。 

・側面緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻き

付ける。 

ＰＣリング
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（オプション） 
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⑤引張定着筋の設置、杭頭部モルタル充填 

・グラウト材をシース内に充填する。 

・引張定着筋をシース内に挿入する。 

・モルタルを杭頭に充填し、モルタル天端 

レベルを調整する。 

⑥上面緩衝材の設置 
・⑤のモルタルの硬化後、上面緩衝材を設

置する。 

 

図 4.2.4(3)  ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順(手順⑤～⑥) 
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ｂ．先付方式（機械式継手） 

場所打ちコンクリート杭におけるＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フローを図

4.2.5 に、設置概要を図 4.2.6(1)～(3)に示す。 

 

 

 

図 4.2.5 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フロー［先付方式（機械式継手）］ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引張定着筋受入検査）

　引張定着筋の設置・コンクリート打設 ･引張定着筋の設置位置。
（引張定着筋設置径tDに対し±20mm）

　･杭鉄筋組立時に引張定着筋を設置する。
･引張定着筋の寸法。

　･杭頭補強筋（ウルボンスパイラル）を設置する。 （定着長ｔL2の確保）

･フープ補強筋の取付け。

･杭頭レベル。
①杭頭処理  （埋設した引張定着筋を損傷させないように丁寧に斫る）

　･余盛り部コンクリートの斫り、撤去。 ･杭主筋天端レベル：＝杭頭レベル－20mm。
 （杭主筋天端レベル：H＝－40～0mm）

　･杭天端外周部はＰＣリングが納まるように杭径整形ガイド 　杭主筋が高い場合は切断
　 リングに沿って斫る。

･杭芯と引張定着筋芯のずれ。

･引張定着筋の状況
 （引張定着筋の接合は可能か、定着長は確保できるか）

②レベル調整コンクリート打設
･レベル調整コンクリート管理レベル。

　･ＰＣリング設置用のコンクリートでありレベル精度に留意。  （杭径整形ガイドリングレベル－65mm＜－85mm＞）

･ＰＣリング下端との間隙を確保する。

　　　　　　　　　　　　　　　　(ＰＣリング搬入･受入検査)

③ＰＣリングの設置 ･ＰＣリングのレベル。（X・Y方向）
 （左右天端レベル差：ΔT＝0～20mm＜0～30mm＞）

　・下端緩衝材を設置する。
･杭径整形後とPCリングのあき寸法。（X・Y方向）

　･天端整形後の杭芯に合わせて設置する。  （あき寸法：ΔS＝30～70mm）

　･側面緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻き付ける。 ･ＰＣリング下端と杭頭部斫り天端レベルとの
 かかり代：40±20mm＜60±20mm＞

･ＰＣリング下端の空隙の確保。

･側面緩衝材の位置。

④引張定着筋の接合・杭頭追加フープ設置

　･引張定着筋を接合する。 ･杭頭追加フープの確認。

　･杭頭追加フープを結束する。

･モルタルの品質管理試験記録。

･モルタル天端レベル。
⑤杭頭部モルタル充填  （ＰＣリング下端から杭頭部モルタル天端までの寸法

　90～110mm＜110～130mm＞）
　・モルタルを杭頭に充填し、モルタル天端レベルを調整する。

･引張定着筋の定着寸法。
 （必要定着長以上）

･モルタルの養生（雨、風、日射、寒中等）

⑥上面緩衝材の設置

　･⑤のモルタル硬化後、上面緩衝材を設置する。 ･上面緩衝材の位置。

･緩衝材のヘコミ、穴明け加工等は厳禁。

※＜ ＞内は杭径が2100φ～3000φの場合を示す

【設置手順】 【確認項目】
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図 4.2.6(1) ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順［先付方式（機械式継手）］  

（手順①～②） 

①杭頭処理 

・余盛り部コンクリートの斫りを行い、杭天

端外周部はＰＣリングが納まるように杭

径整形ガイドリングに沿って斫る。 

(レベル調整コンクリート厚が 50mm の場

合) 

 

②レベル調整コンクリート打設 

・ＰＣリング設置用のレベル調整コンクリ

ートであるため、レベル精度に留意す

る。 
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図 4.2.6(2) ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順［先付方式（機械式継手）］ 

（手順③～④） 

③ＰＣリングの設置 

・下端緩衝材を設置する。 

・天端整形後の杭芯に合わせて設置する。 

・レベル調整ボルトまたはレベル調整プレ

ートにて高さ調整を行う。 

・側面緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻

き付ける。 

④引張定着筋の接合、杭頭追加フープ 
・引張定着筋を接合する。 

・杭頭追加フープ（1 巻）の結束固定。 

 

（オプション） 

杭頭追加フープ 

杭頭追加フープ結束 
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図 4.2.6(3) ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順［先付方式（機械式継手）］ 

（手順⑤～⑥） 

⑤杭頭部モルタル充填 

・モルタルを杭頭に充填し、モルタル天端 

レベルを調整する。 

 

⑥上面緩衝材の設置 
・⑤のモルタルの硬化後、上面緩衝材を設置す

る。 
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ｃ．先付方式(打込み) 

場所打ちコンクリート杭におけるＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フローを図

4.2.7 に、設置手順を図 4.2.8(1)～(3)に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＞内の値は杭径が 2100φ～3000φの場合を示す 

図 4.2.7 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フロー［先付方式（打込み）］ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引張定着筋受入検査）

　引張定着筋の設置・コンクリート打設 ･引張定着筋の設置位置。
（引張定着筋設置径tDに対し±20mm）

　･杭鉄筋組立時に引張定着筋を設置する。
･引張定着筋の寸法。

　･杭頭補強筋（ウルボンスパイラル）を設置する。 （定着長ｔL1,ｔL2の確保）

･フープ補強筋の取付け。

･杭頭レベル。
①杭頭処理  （埋設した引張定着筋を損傷させないように丁寧に斫る）

　･余盛り部コンクリートの斫り、撤去。 ･杭主筋天端レベル：＝杭頭レベル－20mm。
 （杭主筋天端レベル：H＝－40～0mm）

　･杭天端外周部はＰＣリングが納まるように杭径整形ガイド 　杭主筋が高い場合は切断
　 リングに沿って斫る。

･杭芯と引張定着筋芯のずれ。

･引張定着筋の状況
 （引張定着筋の定着長は確保できるか）

②レベル調整コンクリート打設
･レベル調整コンクリート管理レベル。

　･ＰＣリング設置用のコンクリートでありレベル精度に留意。  （杭径整形ガイドリングレベル－65mm＜－85mm＞）

･ＰＣリング下端との間隙を確保する。

　　　　　　　　　　　　　　　　(ＰＣリング搬入･受入検査)

③ＰＣリングの設置 ･ＰＣリングのレベル。（X・Y方向）
 （左右天端レベル差：ΔT＝0～20mm＜0～30mm＞）

　・下端緩衝材を設置する。
･杭径整形後とPCリングのあき寸法。（X・Y方向）

　･天端整形後の杭芯に合わせて設置する。  （あき寸法：ΔS＝30～70mm）

　･側面緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻き付ける。 ･ＰＣリング下端と杭頭部斫り天端レベルとの
 かかり代：40±20mm＜60±20mm＞

･ＰＣリング下端の空隙の確保。

･側面緩衝材の位置。

④杭頭追加フープ設置

　･杭頭追加フープを結束する。 ･杭頭追加フープの確認。

･モルタルの品質管理試験記録。

･モルタル天端レベル。
⑤杭頭部モルタル充填  （ＰＣリング下端から杭頭部モルタル天端までの寸法

　90～110mm＜110～130mm＞）
　・モルタルを杭頭に充填し、モルタル天端レベルを調整する。

･引張定着筋の定着寸法。
 （必要定着長以上）

･モルタルの養生（雨、風、日射、寒中等）

⑥上面緩衝材の設置

　･⑤のモルタル硬化後、上面緩衝材を設置する。 ･上面緩衝材の位置。

･緩衝材のヘコミ、穴明け加工等は厳禁。

【設置手順】 【確認項目】
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②レベル調整コンクリート打設 

・ＰＣリング設置用のレベル調整コンクリート

であるため、レベル精度に留意する。 

図 4.2.8(1)  ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順［先付方式（打込み）］ 

(手順①～②) 

①杭頭処理 

・余盛り部コンクリートの斫りを行い、 

杭天端外周部はＰＣリングが納まるように杭整

形ガイドリングに沿って斫る。 

(レベル調整コンクリート厚が 50mm の場合) 
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図 4.2.8(2)  ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順［先付方式（打込み）］ 

 (手順③～④) 

④杭頭追加フープ 
・杭頭追加フープ（１巻）の結束固定。 

 

 

③ＰＣリングの設置 

・下端緩衝材を設置する。 

・杭天端整形後の杭芯に合わせて設置する。 

・レベル調整ボルトまたはレベル調整プレー

トにて高さ調整を行う。 

・側面緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻き

付ける。 
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6
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1
1
0

Ｃ部 Ｄ部

※＜　＞内は杭径が2100φ～3000φの場合を示す

ＰＣリング

Ｓインサート

レベル調整プレート

レベル調整ボルト用

杭頭追加フープ結束

杭頭追加フープ

杭頭追加フープ結束

（オプション） 
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⑤杭頭部モルタル充填 

・モルタルを杭頭に充填し、モルタル天端レベルを

調整する。 

⑥上面緩衝材の設置 
・⑤のモルタルの硬化後、上面緩衝材を設置

する。 

 

図 4.2.8(3)  ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順［先付方式（打込み）］ 

(手順⑤～⑥) 
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>

杭主筋 引張定着筋

Ｅ部詳細図

2
5

リング内径＝杭径

∇杭頭レベル

5
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1
1
0
＜

1
4
0
＞

杭主筋

引張定着筋

杭頭モルタル

引張定着筋

杭頭モルタル

ＰＣリング

※＜　＞内は杭径が2100φ～3000φの場合を示す
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杭主筋 引張定着筋
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上面緩衝材

杭頭部詳細図
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側面緩衝材

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ下端
∇

50

側面緩衝材

杭頭モルタル

Ｅ部
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（6)ＰＣリング現場製作時（サイト PC リング）の製作および設置 

ａ．製作ヤードでの製作の場合 

サイトＰＣリングの製作、設置手順フローを図 4.2.9 に示す。 

 

 
               
 
 
               
 
 
      
 
 
 
              
 
 
           
 
 
              
 
 
               
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 
 
      

 

 

 

図 4.2.9 ＰＣリングを製作ヤードで製作する場合の設置手順フロー 

コンクリート打設後 

コンクリート打設状況 

サイト PC リング ヤードセット状況 

受入れ検査 

養生 

PC リングを杭頭に設置 

PC リングレベル検査 

杭頭部に追加フープ設置 
引張定着筋挿入（シース方式の場合） 

杭頭部モルタル充填 

側面緩衝材設置 
上面緩衝材設置（絞りありの場合） 

PC リング用型枠搬入 

PC 製作ヤード整備 

定着筋配筋 
コンクリート打設 

下端緩衝材設置 

基礎配筋工事 
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ｂ．杭頭位置での製作の場合 

サイト製作ヤードからの場内運搬・設置ができない等により、杭頭位置でＰＣリングを直接製作

する場合のフローを図 4.2.10 に示す。 
 
                
  
 
       
 
 
              
 
 
                 
 
 
 
                  
 
 
            
 
 
                
 
 
 
 
   
 
 
 
      
 
 
      
 

図 4.2.10 ＰＣリングを杭頭位置で直接製作する場合のフロー 

 

 

 

 

 

 

コンクリート打設 

PC リング用型枠設置 

下端緩衝材 15 ㎜設置 

下端緩衝材 45 ㎜設置 

受入れ検査 

養生 

PC リング用型枠を杭頭に設置 

PC リングレベル検査 

杭頭部に追加フープ設置 
引張定着筋挿入（シース方式の場合） 

杭頭部モルタル充填 

側面緩衝材設置 
上面緩衝材設置（絞りありの場合） 

PC リング用型枠搬入 

定着筋配筋 
コンクリート打設 

下端緩衝材設置 

基礎配筋工事 

PC リング型枠設置時 コンクリート打設時 
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4.3 施工管理基準 

 

(1)品質管理 

キャプテンパイル工法におけるシース、杭主筋、ＰＣリング、引張定着筋、杭頭部モルタ

ルの施工精度管理値は表 4.3.1 又は特記によるものとし、その値を超えるものは工事監理者

と協議の上、補強等の対策を講じる。なお、充填モルタルの品質管理値を表 4.3.2 に示す。 

 

 

表 4.3.1 キャプテンパイル工法における施工精度管理値および対策  

 

測定対象 測定時期 
基準 

(mm) 

許容値 

(mm) 

許容値を越えた 

場合の対策 

シース 

または 

引張定着筋 

シース設置位置 

または 

引張定着筋設置位置 

X･Y 方向 

2 点間距離 

杭鉄筋 

組立時 
ｔＤ ±20 位置修正 

シース天端レベル 

(シース方式のみ) 

X･Y 方向 

4 点測定 

杭鉄筋 

組立時 
杭頭－20 ±5 位置修正 

引張定着筋の長さ 全 数 組立時 設計値 0 以上 
位置修正または 

引張定着筋取替え 

杭主筋 天端レベル 全 数 
杭頭 

処理後 

Ｈ 

杭頭－20 
±20 

＞ ０：主筋カット 

＜-40：監理者協議 

PC リング 

杭整形後と PCリング

のあき寸法 

X･Y 方向 

4 点測定 

PC リング 

設置時 

ΔＳ 

50 
±20 位置修正 

PC リングの左右の 

天端レベル差 
X･Y 方向 

PC リング 

設置時 

ΔＴ 

0 

0～20 

(0～30) 
位置修正 

PC リング下端と杭頭

部斫り天端レベルと

のかかり代 

X･Y 方向 

4 点測定 

PC リング 

設置時 
40(60) ±20 位置修正 

引張定着筋 引張定着筋の定着寸法 全 数 
グラウト 

充填前後 

tL1,tL2 

設計値 
0 以上 監理者協議 

杭頭部 

モルタル 

杭頭部モルタル厚さ 
X･Y 方向 

4 点測定 

モルタル 

打設後 

Δt 

50 
±20 監理者協議 

PC リング下端から杭

頭部モルタル天端ま

での寸法 

X･Y 方向 

4 点測定 

モルタル 

打設後 

Ｋ 

90(110) 
0～20 監理者協議 

                   （ ）内の値は杭径が 2100φ～3000φの場合 

 

表 4.3.2 充填モルタルの品質管理値 

種  類 測定時期 測定項目 品質管理値 

 

シースグラウト材 

 

フレッシュ時 Ｊ14ロート試験 
メーカ仕様による 

［参考値：8±2 (sec)］ 

硬化後 材令 28 日(4 週)強度 36N/mm2以上 

杭頭部モルタル 硬化後 材令 28 日(4 週)強度 

36N/mm2 以上、かつ杭体とパイ

ルキャップの設計基準強度の

うち小さい方を上回る値以上 

［注］シースグラウト材 ：シース方式での引張定着筋シース内定着に用いる無収縮モルタル 

杭頭部モルタル ：杭天端およびＰＣリングと杭頭部の隙間充填に用いるモルタル 
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(2)引張定着筋取付方式別管理基準 

ａ．シース方式 

ＰＣリング及び引張定着筋の施工精度管理については、場所打ちコンクリート杭の主筋天

端レベルを含め、①～⑨について全数を測定し、図 4.3.1 に示す許容値以内に納まってい

ることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                    （ ）内の値は杭径が 2100φ～3000φの場合 

図 4.3.1 施工精度測定項目（シース方式） 

①シース設置位置 tＤ ±20 mm 

②シース天端レベル 杭頭レベル－20 mm ±5 mm 

③杭主筋天端レベル Ｈ  杭頭レベル－20 mm ±20 mm 

④杭整形後とＰＣリングのあき寸法 ΔＳ 50 mm ±20 mm 

⑤ＰＣリング天端レベル ΔＨ 杭頭レベル＋110(＋140) mm 0～－20 mm 

⑥ＰＣリングの左右天端レベル差 ΔＴ 0 mm 0～20(0～30) mm 

⑦引張定着筋の定着寸法 tL1，tL2 必要定着長以上 

⑧杭頭部モルタル厚さ Δｔ 50 mm ±20 mm 

⑨PC リング下端から杭頭部モルタル天端までの寸法 Ｋ  90(110) mm 0～＋20 mm 

2
00

<2
50
>

Δ
H:

11
0<

14
0>

800φ～3000φ

ΔS

K
:9

0
<
11

0>

tL1

tL2

側面緩衝材

ΔT

∇杭頭レベル

場所打ちコンクリート杭

杭頭追加フープ１巻

上面緩衝材

tD

CL

①

⑤

120
<150>

シース

杭主筋

定着筋

パイルキャップ(フーチング)

H

※＜　＞内は杭径が2100φ～3000φの場合を示す

引張定着筋

杭頭部モルタル

ＰＣリング

④

⑥

⑨

②､③

⑦

⑦

Δ
t

⑧

下端緩衝材

上面緩衝材
引張定着筋

側面緩衝材

ＰＣリング

tD

CL

①
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b．先付方式（機械式継手） 

ＰＣリング及び引張定着筋の施工精度管理については、場所打ちコンクリート杭の主筋

天端レベルを含め、①～⑧について全数を測定し、図 4.3.2 に示す許容値以内に納まって

いることを確認する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※引張定着筋の先組み天端レベルは継手仕様により異なるため、仕様ごとに設定すること。 

※機械式継手を使用する場合は、継手部分の付着は無いものとして継手部分の長さは定着長さから除外する。 

但し、実験などによって確認された場合はその限りではない。 

（ ）内の値は杭径が 2100φ～3000φの場合 

図 4.3.2 施工精度測定項目［先付方式（機械式継手）］ 

①引張定着筋設置位置 tＤ ±20 mm 

②杭主筋天端レベル Ｈ  杭頭レベル－20 mm ±20 mm 

③杭整形後とＰＣリングのあき寸法 ΔＳ 50 mm ±20 mm 

④ＰＣリング天端レベル ΔＨ 杭頭レベル＋110(＋140) mm 0～－20 mm 

⑤ＰＣリングの左右天端レベル差 ΔＴ 0 mm 0～20(0～30) mm 

⑥引張定着筋接合後の定着寸法 tL1，tL2 必要定着長以上 

⑦杭頭部モルタル厚さ Δｔ 50 mm ±20 mm 

⑧PC リング下端から杭頭部モルタル天端までの寸法 Ｋ  90(110) mm 0～＋20 mm 
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>
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1
1
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800φ～3000φ
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tL1

tL2

引張定着筋

側面緩衝材

ΔT

杭主筋

場所打ちコンクリート杭
引張定着筋

※＜　＞内は杭径が2100φ～3000φの場合を示す

定着筋

∇杭頭レベル

杭頭部モルタル

ＰＣリング

③

⑤

⑥

⑥

⑧

杭頭追加フープ１巻

上面緩衝材

tD

CL

① パイルキャップ(フーチング)

④

H ②

120
<150>

Δ
t

⑦

機械式継手

下端緩衝材

上面緩衝材
引張定着筋

側面緩衝材

ＰＣリング

tD

CL

①
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c．先付方式（打込み） 

ＰＣリング及び引張定着筋の施工精度管理については、場所打ちコンクリート杭の主筋

天端レベルを含め、①～⑧について全数を測定し、図 4.3.3 に示す許容値以内に納まって

いることを確認する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）内の値は杭径が 2100φ～3000φの場合 

図 4.3.3 施工精度測定項目［先付方式（打込み）］ 

①引張定着筋設置位置 tＤ ±20 mm 

②杭主筋天端レベル Ｈ  杭頭レベル－20 mm ±20 mm 

③杭整形後とＰＣリングのあき寸法 ΔＳ 50 mm ±20 mm 

④ＰＣリング天端レベル ΔＨ 杭頭レベル＋110(＋140) mm 0～－20 mm 

⑤ＰＣリングの左右天端レベル差 ΔＴ 0 mm 0～20(0～30) mm 

⑥引張定着筋の定着寸法 tL1，tL2 必要定着長以上 

⑦杭頭部モルタル厚さ Δｔ 50 mm ±20 mm 

⑧PC リング下端から杭頭部モルタル天端までの寸法 Ｋ  90(110) mm 0～＋20 mm 

上面緩衝材
引張定着筋
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① パイルキャップ(フーチング)
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H ②

引張定着筋

側面緩衝材
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場所打ちコンクリート杭

引張定着筋

※＜　＞内は杭径が2100φ～3000φの場合を示す
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杭頭部モルタル
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4.4 ＰＣリング 

4.4.1 ＰＣリング製造 

（１） 製造の方針 

・部材の製造は、工場、現場を問わないが、工場製造を原則とする。 

・部材の製造者は、設計図書及び本製造仕様に基づき、製造計画書を作成し、施工管 

理者の承諾を得て製造する。 

・部材の製造者は、製造計画書に基づき部材の品質確保に努める。 

 

（２） 製造フロー 

製造フローを図 4.4.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品検査受入検査

製品の取付け

脱型

脱型後の養生

製造場所の決定 製造計画書の作成

部材製作図の作成

準備

製造者の決定

取付け準備

鉄筋・型枠組立て

打設前検査

コンクリート打設

打設後の養生

図 4.4.1 製造フロー 

施工管理者 製 造 者 

 

鋼製型枠セット 

 
 

配筋状況 

 

脱型後 

Case1 サイトＰＣリング型枠使用 

Case2 転用鋼製ＰＣリング型枠使用 
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（３）使用材料 

a. コンクリート 

設計基準強度 Ｆｃ≧36Ｎ/㎜２ （コンクリートの材料、調合、打設などは日本建築

学会『建築工事標準仕様書・同解説 JASS 5 鉄筋コンクリート工事』）及び『建築

工事標準仕様書・同解説 JASS 10 プレキャスト鉄筋コンクリート工事』による。） 

b. 鉄筋 

定着筋：SD390：JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼 適合品とする。 

スパイラル筋：ウルボンスパイラル筋：建築基準法 37 条第二号の規定による指定建

築材料の大臣認定品（認定番号：MSRB-9009）。 

c. 鋼材 

鋼板：SS400：JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 適合品または同等以上。 

SM490：JIS G 3106 溶接構造用圧延鋼材 適合品または同等以上。 

 

（４）製造方法 

a. 部材製造用型枠の組立て 

・ＰＣリング部材製造用型枠は十分に清掃し、反り・ねじれなどなく、寸法を正し 

く保つように組み立てる。 

・剥離材は、コンクリートの硬化に悪影響を及ぼすもの、コンクリート面の仕上げ 

に悪影響を及ぼす気泡などが発生するものは、使用してはならない。 

ｂ. 鋼材・鉄筋の加工・組立てならびに部品の取付け 

・鋼材・鉄筋の加工・組立ては、部材製作図に従って行う。 

・鉄筋および部品（吊りピース、据付け用インサート）は部材製作図に従って、ス 

ペーサーなどを用いて正確に配置し、コンクリートの打ち込み完了時まで移動し 

ないよう固定する。 

c. コンクリートの製造および打ち込み 

・コンクリートの練り混ぜは、各材料が分離しないように均一に行う。 

・練り混ぜたコンクリートの運搬は、均一性を保持した状態で行う。 

・コンクリートは、部材に欠点が生じないように打ち込み、振動機などを用いて 

密実に締め固める。 

・表面仕上げは、金ゴテ押えを原則とする。 

ｄ. 養生 

・コンクリートの初期材齢には、セメントの水和を助長するよう凍結・低温・荷重、 

直射日光及び乾燥等から保護するために養生を行う。 

・養生温度が２℃以下になることが予測される場合には、適切な処置を施す。 

e. 脱型 

・脱型にあたっては、部材コンクリートの圧縮強度が、15N/㎜２を満足しているこ 

とを確認した後、有害なひび割れ及び破損が生じないように行う。 
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ｆ. 運搬 

・場内小運搬は、部材コンクリートの圧縮強度が、15N/㎜２を満足していることを確認 

する。 

・車両運搬は、部材コンクリートの圧縮強度が設計基準強度を満足していることを確認 

する。 
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（５）ＰＣリング仕様 

ＰＣリングの仕様は、標準タイプ(Ｎタイプ)、高せん断力タイプ１(Ｓ１タイプ)、高せん 

断力タイプ２(Ｓ２タイプ)の 3種類として、表 4.4.1～表 4.4.3 に詳細を示し、表中の記 

号は図 4.4.2 による。 

 

 

 

  

表4.4.1　　標準タイプ（Ｎタイプ）
Ｄ rＤ2 rＤ1 ｓＤ ｔc hr ＰＣリング
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 重量Ｗ(kg)
800 1152 900 1072 120 200 10 -D16 234
900 1252 1000 1172 120 200 10 -D16 256
1000 1352 1100 1272 120 200 12 -D16 280
1100 1452 1200 1372 120 200 12 -D16 299
1200 1552 1300 1472 120 200 12 -D16 321
1300 1652 1400 1572 120 200 14 -D16 345
1400 1752 1500 1672 120 200 14 -D16 367
1500 1852 1600 1772 120 200 16 -D16 390
1600 1958 1700 1878 120 200 16 -D19 449
1700 2058 1800 1978 120 200 18 -D19 474
1800 2158 1900 2078 120 200 18 -D19 498
1900 2258 2000 2178 120 200 20 -D19 524
2000 2358 2100 2278 120 200 20 -D19 548
2100 2518 2200 2438 150 250 22 -D19 859
2200 2618 2300 2538 150 250 22 -D19 895
2300 2718 2400 2638 150 250 24 -D19 932
2400 2824 2500 2744 150 250 24 -D19 1024
2500 2924 2600 2844 150 250 26 -D19 1063
2600 3024 2700 2944 150 250 26 -D19 1101
2700 3132 2800 3052 150 250 28 -D19 1224
2800 3232 2900 3152 150 250 28 -D19 1265
2900 3332 3000 3252 150 250 30 -D19 1307
3000 3432 3100 3352 150 250 30 -D19 1348

表4.4.2　　高せん断力タイプ１（Ｓ１タイプ）
Ｄ rＤ2 rＤ1 ｓＤ ｔc hr ＰＣリング
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 重量Ｗ(kg)
800 1152 900 1072 120 200 10 -D16 234
900 1252 1000 1172 120 200 10 -D16 256
1000 1352 1100 1272 120 200 12 -D16 280
1100 1458 1200 1378 120 200 12 -D16 327
1200 1558 1300 1478 120 200 12 -D16 351
1300 1658 1400 1578 120 200 14 -D16 377
1400 1758 1500 1678 120 200 14 -D16 401
1500 1858 1600 1778 120 200 16 -D16 427
1600 1964 1700 1884 120 200 16 -D19 487
1700 2064 1800 1984 120 200 18 -D19 515
1800 2164 1900 2084 120 200 18 -D19 542
1900 2264 2000 2184 120 200 20 -D19 569
2000 2364 2100 2284 120 200 20 -D19 596
2100 2524 2200 2444 150 250 22 -D19 921
2200 2624 2300 2544 150 250 22 -D19 960
2300 2724 2400 2644 150 250 24 -D19 1000
2400 2838 2500 2758 150 250 24 -D19 1189
2500 2938 2600 2858 150 250 26 -D19 1235
2600 3038 2700 2958 150 250 26 -D19 1279
2700 3144 2800 3064 150 250 28 -D19 1382
2800 3244 2900 3164 150 250 28 -D19 1428
2900 3344 3000 3264 150 250 30 -D19 1476
3000 3444 3100 3364 150 250 30 -D19 1522
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表4.4.3　　高せん断力タイプ２（Ｓ２タイプ）
Ｄ rＤ2 rＤ1 ｓＤ ｔc hr ＰＣリング
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 重量Ｗ(kg)
800 1158 900 1078 120 200 10 -D16 255
900 1258 1000 1178 120 200 10 -D16 280
1000 1358 1100 1278 120 200 12 -D16 306
1100 1464 1200 1384 120 200 12 -D16 355
1200 1564 1300 1484 120 200 12 -D16 382
1300 1664 1400 1584 120 200 14 -D16 410
1400 1764 1500 1684 120 200 14 -D16 436
1500 1864 1600 1784 120 200 16 -D16 464
1600 1972 1700 1892 120 200 16 -D19 539
1700 2072 1800 1992 120 200 18 -D19 570
1800 2172 1900 2092 120 200 18 -D19 599
1900 2272 2000 2192 120 200 20 -D19 630
2000 2372 2100 2292 120 200 20 -D19 659
2100 2538 2200 2458 150 250 22 -D19 1068
2200 2638 2300 2558 150 250 22 -D19 1113
2300 2738 2400 2658 150 250 24 -D19 1160
2400 2844 2500 2764 150 250 24 -D19 1260
2500 2944 2600 2864 150 250 26 -D19 1313
2600 3044 2700 2964 150 250 26 -D19 1356
2700 3150 2800 3070 150 250 28 -D19 1462
2800 3250 2900 3170 150 250 28 -D19 1510
2900 3350 3000 3270 150 250 30 -D19 1561
3000 3450 3100 3370 150 250 30 -D19 1609
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4.4.2 ＰＣリング品質管理 

（１）ＰＣリング部材に用いるコンクリートの品質 

a. コンクリートの種類 

普通ポルトランドセメント及び早強ポルトランドセメントを用いたコンクリートと 

する。 

b. コンクリートの設計基準強度 

コンクリートの設計基準強度は、36N/㎜２以上（現場製作の場合、基礎の設計基準強

度以上かつ 21N/mm２以上）とする。 気乾単位容積質量は 2.1～2.5ｔ/ｍ３とする。 

c. ワーカビリティおよびスランプ 

・コンクリートのワーカビリティは、打ち込み・締め固め方法に応じて、型枠内および 

鉄筋ならびに鋼材周囲に密実に打ち込むことができ、かつブリージングおよび分離が 

少ないものとする。 

・コンクリートのスランプは、特記による。特記なき場合には目標スランプを 18cm 以 

下とし、管理値は下記の通りとする。また、現場製造の場合は別途検討を行う。 

 目標スランプ 8cm 未満の場合：許容差±1.5cm 

 目標スランプ 8cm 以上 18cm 以下の場合：許容差±2.5cm 

d. 耐久性を確保するための材料・調合に関する規定 

・単位水量の上限値は、特記なき場合は、185kg/ｍ３とする。 

・単位セメント量の最小値は、300kg/ｍ３とする。 

・水セメント比は、50％以下とする。 

・コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオンとして 0.30 ㎏/ｍ３以下とする。 

・アルカリシリカ反応抑制の対策は、モルタルバー法等により無害と判定された骨材を 

使用する。 

e. 部材コンクリートの圧縮強度 

・部材に使用するコンクリートは、部材製造を行った工場もしくは現場で採取し、標準

養生した供試体の材齢 28 日における圧縮強度の平均値は調合管理強度（呼び強度）

以上でなければならない。 

・部材コンクリートの圧縮強度は、部材製造を行った工場もしくは現場で採取し、部材

と同じ養生を行った供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の３項目を満足するもの

とする。 

 ①部材脱型時において平均値が脱型時所要強度（15N/㎜２）以上であること。 

 ②部材出荷は、コンクリート打設後７日間の養生期間確保の上、出荷とする。出荷時 

において、設計基準強度以上であること。 

 ③保証材齢（28 日）において設計基準強度以上であること。 
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（２）検査 
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sD：ウルボンスパイラル外径

　　 への設計定着長さ

　　　　（tL1+tL2+150mm）

　　 着長さ

sD

 50tc

  ts

パイルキャップ(フーチング)

下端緩衝材

pD2
pD1

D

杭種：場所打ち杭

rD1：PCリング内径

rD2：PCリング外径

pD1：上面緩衝材内径

pD2：上面緩衝材外径=rD1

D：杭径

tD：引張定着筋配置径

L1：PCリング定着筋定着長さ

L2：PCリング定着筋全長

tL1：引張定着筋のパイルキャップ

tL2：引張定着筋の杭体への設計定

標準tL3：引張定着筋の標準施工長さ

hr：PCリング高さ

ts：鋼板リング厚さ

tc：コンクリート厚さ

側面緩衝材

杭径 (mm) ｔｓ (mm) L1 (mm) L2 (mm) スパイラル筋

800～1300  6.0（SS400） 350 515  U9.0(8巻き)

1400～1500  6.0（SS400） 350 515  U10.7(8巻き)

1600～2000  9.0（SM490A） 400 565  U10.7(8巻き)

2100～2300  9.0（SM490A） 400 615  U10.7(10巻き)

2400～2600  12.0（SM490A） 400 615  U10.7(10巻き)

2700～3000  16.0（SM490A） 400 615  U12.6(10巻き)

800～1000  6.0（SS400） 350 515  U12.6(8巻き)

1100～1500  9.0（SM490A） 350 515  U12.6(8巻き)

1600～2000  12.0（SM490A） 400 565  U12.6(8巻き)

2100～2300  12.0（SM490A） 400 615  U12.6(10巻き)

2400～2600  19.0（SM490A） 400 615  U12.6(10巻き)

2700～3000  22.0（SM490A） 400 615  U12.6(10巻き)

800～1000  9.0（SM490A） 350 515  U12.6(8巻き)

1100～1500  12.0（SM490A） 350 515  U12.6(8巻き)

1600～2000  16.0（SM490A） 400 565  U12.6(8巻き)

2100～2300  19.0（SM490A） 400 615  U12.6(10巻き)

2400～2600  22.0（SM490A） 400 615  U12.6(10巻き)

2700～3000  25.0（SM490A） 400 615  U12.6(10巻き)

標準タイプ
(Nタイプ)

高せん断力
タイプ1

(S1タイプ)

高せん断力
タイプ2

(S2タイプ)

④レベル調整プレート
　（高さ、長さ、取付位置）

項目
設計値±５、直角２方向

PCリング製作／誤差許容値(㎜）
①リング内径（ｒD１）
②リング外径（ｒD２）
③リング高さ（せい）（ｈｒ）

設計値±５、１箇所

設計値0～＋５、２箇所

⑤定着筋長
⑥スパイラル筋かぶり（tu）
⑦定着筋下端かぶり厚さ（tr）

設計値±５、直角２方向

設計値±５、直角２方向

３５±５
４０±５

図 4.4.2 基準図 

表 4.4.4 型枠及び鉄筋施工精度の許容 
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・製品検査は全数検査とする。 

・コンクリート打設前検査は、部材の寸法検査及び型枠精度の検査を行う。部材の許容

値は、図 4.4.2 及び表 4.4.4 による。 

・製品検査の形状寸法の検査は図 4.4.3 及び表 4.4.5 について行う。ひび割れ、破損、

および表面仕上がり状態の判定基準は、表 4.4.6 による。 

・軽微なひび割れ破損で、構造上許容できるものは、補修し再検査を受ける。補修基準は

表 4.4.6 による。 

 

 

 測定位置 許容値(mm) 

内径(rD1-1・2) 直角２方向 ±5 

外径(rD2-1・2） 直角２方向 ±5 

高さ(せい)(hr1,hr2,hr3,hr4) 対角 4点 ±5 

リング幅(tc+ts) (W1,W2,W3,W4) 対角 4点 ±5 

定着筋長(L1,L2,L3,L4) 対角 4点 ±10 

 

 

 

 

 

（３）製品検査後の取扱 

・合格した部材には、必要な事項および検査済の表示をする。 

・不合格品は廃棄処分とする。 

・製品自主検査記録を確認する。 

種類 判定基準 処置方法 

欠け 
構造上回復が困難な欠け(鋼材露出) 廃棄 

上記以外で 20 ㎜を越える欠け ポリマーセメントモルタルによる補修 

ひび割れ 

構造上回復が困難なひび割れ(0.3mm 以上) 廃棄 

幅 0.1 ㎜を超え 0.3 ㎜未満のひび割れ 

低粘性エポキシ樹脂を注入し表面を 

ポリマーセメントペーストにて仕上 

げる。 

幅 0.1 ㎜以下、かつ貫通しているひび割れ 
ポリマーセメントペーストにて表面 

を仕上げる。 

表 4.4.6 補修基準  JASS10 プレキャスト鉄筋コンクリート工事より 

表 4.4.5 測定位置 

図 4.4.3 寸法図 
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付２ SD590、SD685 材の大臣認定番号一覧表 





SD590、SD685 材の大臣認定番号一覧表

通し
No

認定を受けた構造方法等の名称
申請者の名称

又は現在の管理者の名称
認定番号

1 鉄筋コンクリート用高強度異形棒鋼 OT685B 大谷製鉄株式会社 MSRB-0143

2 鉄筋コンクリート用高強度異形棒鋼 OT590B 大谷製鉄株式会社 MSRB-0142

3 高強度鉄筋USD590B ねじ節 筑波工場 株式会社伊藤製鐵所 MSRB-0141

4 高強度鉄筋USD590B 竹節 筑波工場 株式会社伊藤製鐵所 MSRB-0140

5 高強度鉄筋USD685A ねじ節 筑波工場 株式会社伊藤製鐵所 MSRB-0139

6 鉄筋コンクリート用高強度異形棒鋼 OT685A 大谷製鉄株式会社 MSRB-0138

7 高強度鉄筋USD685A 竹節 筑波工場 株式会社伊藤製鐵所 MSRB-0133

8 超高強度異形棒鋼 USD685Bネジテツコン 東京鉄鋼株式会社 MSRB-0117

9 高強度鉄筋ネジエーコン USD590B（D35） 朝日工業株式会社 MSRB-0113

10 高強度異形棒鋼USD590B ネジテツコン（拓南製鐵） 拓南製鐵株式会社 MSRB-0095

11 高強度鉄筋コンクリート用棒鋼 USD685B JFE条鋼株式会社 MSRB-0093

12 高強度鉄筋コンクリート用棒鋼 USD685A JFE条鋼株式会社 MSRB-0089

13 高強度鉄筋コンクリート用棒鋼 USD590B JFE条鋼株式会社 MSRB-0088

14 高強度鉄筋コンクリート用棒鋼 USD685A,USD685A-SN JFE条鋼株式会社 MSRB-0081

15 高強度鉄筋コンクリート用棒鋼 USD590B,USD590B-SN JFE条鋼株式会社 MSRB-0080

16 高強度異形棒鋼USD685B ネジテツコン 東京鉄鋼株式会社 MSRB-0074

17 高強度鉄筋 SD590B 合同製鐵株式会社 MSRB-0072

18 OSD590A・筑波工場 株式会社伊藤製鐵所 MSRB-0071

19 高強度鉄筋 OSD590B・筑波工場 株式会社伊藤製鐵所 MSRB-0069

20 高強度鉄筋 SD685B 合同製鐵株式会社 MSRB-0065

21 高強度鉄筋タフネジバーUSD685B 共英製鋼株式会社 MSRB-0055

22 高強度鉄筋ﾀﾌﾈｼﾞﾊﾞｰUSD590 共英製鋼株式会社 MSRB-0043

23 高強度鉄筋ネジエーコンUSD685B 朝日工業株式会社 MSRB-0042

24 高強度鉄筋ﾈｼﾞｴｰｺﾝUSD685A 朝日工業株式会社 MSRB-0041

25 高強度鉄筋ﾈｼﾞｴｰｺﾝUSD590B 朝日工業株式会社 MSRB-0040

26 高強度鉄筋ネジエーコンUSD590A 朝日工業株式会社 MSRB-0039

27 高強度鉄筋ﾈｼﾞｴｰｺﾝUSD685 朝日工業株式会社 MSRB-0037

28 高強度鉄筋ネジエーコンUSD590 朝日工業株式会社 MSRB-0034

29 高強度鉄筋タフネジバーUSD685 共英製鋼株式会社 MSRB-0028

30 高強度鉄筋OSD685・筑波工場 株式会社伊藤製鐵所 MSRB-0023

31 高強度異形棒鋼 USD590 ネジテツコン 東京鉄鋼株式会社 MSRB-0019

32 高強度異形棒鋼 USD590 トーテツコン 東京鉄鋼株式会社 MSRB-0018

33 高強度鉄筋ハイデックHDC685 日本製鉄株式会社 MSRB-0014

34 高強度異形棒鋼USD685トーテツコン 東京鉄鋼株式会社 MSRB-0006

35
高強度鉄筋コンクリート用棒鋼
（ネジデーバUSD685、デーコンUSD685）

日本製鉄株式会社 MSRB-0003

36
高強度鉄筋コンクリート用棒鋼
(ネジコンUSD685、デーコンUSD685)

株式会社神戸製鋼所 MSRB-0002
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鹿 島 建 設 株 式 会 社 〒107-8502 東京都港区赤阪6-5-30 03-5561-2111

株 式 会 社 奥 村 組 〒545-8555 大阪府大阪市阿倍野区松崎町2-2-2 06-6625-3788 

五 洋 建 設 株 式 会 社 〒112-8576 東京都文京区後楽2-2-8 03-3816-7111

戸 田 建 設 株 式 会 社 〒104-0031 東京都中央区京橋1-7-1 03-3535-1354

飛 島 建 設 株 式 会 社 〒108-0075 東京都港区港南1-8-15 Wビル5F 03-6455-8300

西 松 建 設 株 式 会 社 〒105-6407 東京都港区虎ノ門1-17-1 03-3502-0232

株式会社長谷工コーポレーシ ョン 〒105-8507 東京都港区芝2-32-1 03-3456-5451

松 井 建 設 株 式 会 社 〒104-8281 東京都中央区新川1-17-22 03-3553-1153

三 井 住 友 建 設 株 式 会 社 〒104-0051 東京都中央区佃二丁目1-6 03-4582-3015
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大 末 建 設 株 式 会 社 〒541-0056 大阪府大阪市中央区久太郎町2-5-28 06-6121-7348

鉄 建 建 設 株 式 会 社 〒101-8366 東京都千代田区神田三崎町2-5-3 03-3221-2152

東 亜 建 設 工 業 株 式 会 社 〒163-1031 東京都新宿区西新宿3-7-1新宿ﾊﾟｰｸﾀﾜｰ31階 03-6757-3852

東 急 建 設 株 式 会 社 〒150-8340 東京都渋谷区渋谷1-16-14 03-5466-5292

株式会社ナカノフドー建設 〒102-0073 東京都千代田区九段北4-2-28 03-3265-4099

大 豊 建 設 株 式 会 社 〒104-8289 東京都中央区新川1-24-4 03-3297-7013

前 田 建 設 工 業 株 式 会 社 〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東2-14-1 092-451-1578

矢 作 建 設 工 業 株 式 会 社 〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵3-19-7 052-935-2351

事務局

高 周 波 熱 錬 株 式 会 社 〒141-8639 東京都品川区東五反田2-17-1 03-3443-5445
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